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半
年
間
に
わ
た
る
万
博
の
幕
が
下
り
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
会
場
は
す
で
に
解

体
、撤
去
、移
設
の
作
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。万

博
の
解
体
は
単
な
る
後
片
付
け
で
は
な
く
、膨

大
な
資
源
と
費
用
を
ど
う
循
環
さ
せ
る
か
が

試
さ
れ
て
い
る
▼
解
体
業
者
に
と
っ
て
技
術
・

安
全
・
環
境
・
ス
ピ
ー
ド
の
総
合
力
が
問
わ

れ
る
特
別
な
現
場
で
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率

向
上
と
分
別
・
再
利
用
に
は
高
度
な
知
識
が

必
要
と
な
る
▼
一
方
、
工
事
費
の
未
払
い
問

題
が
報
じ
ら
れ
、
現
場
の
混
乱
や
信
頼
低
下

を
招
い
た
の
も
事
実
。
ト
ラ
ブ
ル
は
解
体
工

程
に
も
影
を
落
と
す
可
能
性
が
あ
り
、
参
入

意
欲
を
削
ぎ
か
ね
な
い
▼
環
境
へ
の
配
慮
が
一

段
と
高
ま
る
中
、
奈
良
県
解
体
工
事
業
協
会

で
は
法
改
正
の
対
応
や
研
修
、
安
全
管
理
体

制
の
強
化
な
ど
持
続
可
能
な
業
界
を
目
指
し

て
い
る
▼
万
博
の
理
念
で
あ
る
「
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
」
を
支
え
る
に
は
、
透
明
な

取
引
と
適
正
な
対
価
の
支
払
い
が
不
可
欠
で

あ
る
。
多
く
の
人
々
を
感
動
さ
せ
た
大
屋
根

リ
ン
グ
の
行
く
末
を
見
守
り
た
い
。

（
信
）

桜
井
浄
水
場
接
合
井
防
護
柵
設
置
な
ど

桜
井
浄
水
場
接
合
井
防
護
柵
設
置
な
ど

1010
月月
2828
日
ま
で
参
加
受
付

日
ま
で
参
加
受
付

広域水道Ｃ奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
広
域
水
道
セ
ン
タ
ー

は
、「
桜
井
浄
水
場
接
合

井
土
砂
災
害
対
策
事
業
防

護
柵
設
置
工
事
」
な
ど
２

件
に
総
合
評
価
落
札
方
式

一
般
競
争
入
札
を
適
用
し

て
去
る
16
日
に
公
告
し

た
。
入
札
参
加
申
込
書
を

10
月
28
日
ま
で
、入
札
書
・

入
札
金
額
の
内
訳
書
及
び

低
入
札
価
格
調
査
意
向
確

認
書
を
10
月
31
日
〜
11
月

７
日
に
受
け
付
け
て
11
月

13
日
に
開
札
す
る
。

奈
良
市
が
去
る
16
日
開

札
し
た
一
般
競
争
入
札

1212
月月
1010
日
に
開
札

日
に
開
札

接
合
井
活
性
炭
注
入
設
備

接
合
井
活
性
炭
注
入
設
備

広域水道Ｃ奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
広
域
水
道
セ
ン
タ
ー

は
、「
桜
井
浄
水
場
接
合

井
活
性
炭
注
入
設
備
更
新

工
事
」
に
総
合
評
価
落
札

方
式
一
般
競
争
入
札
を
適

用
し
て
去
る
15
日
に
公
告

し
た
。

入
札
参
加
申
込
書
を
10

月
27
日
ま
で
、
技
術
提
案

書
を
10
月
31
日
〜
11
月
６

日
、
入
札
書
・
入
札
金
額

の
内
訳
書
及
び
低
入
札
価

格
調
査
意
向
確
認
書
を
11

月
28
日
〜
12
月
４
日
に
受

▽
桜
井
浄
水
場
接
合
井

土
砂
災
害
対
策
事
業
防
護

柵
設
置
工
事
（
宇
陀
市
榛

原
角
柄
）
＝
参
加
資
格
は

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
す
る
単
体

の
建
設
業
者
ま
た
は
建
設

業
者
２
者
で
構
成
さ
れ
る

特
定
Ｊ
Ｖ
。
土
木
工
事
業

の
特
定
建
設
業
許
可
。
土

木
１
式
の
登
録
。
単
独
の

場
合
Ａ
等
級
の
う
ち
Ａ
１

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
、

Ｊ
Ｖ
の
場
合
代
表
者
は
Ａ

等
級
の
う
ち
Ａ
１
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
こ
と
、
構
成
員

は
Ａ
等
級
（
Ａ
１
グ
ル
ー

プ
を
含
む
）で
あ
る
こ
と
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
土
木

工
事
業
の
許
可
を
受
け
て

い
る
本
店
が
県
内
に
あ
り

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
す
る
こ
と

―
な
ど
。
工
事
概
要
は
工

事
延
長
68
・
５
㍍
、
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
吸
収
型
崩
壊
土

砂
防
護
柵
工
68
・
５
㍍
。

設
計
は
中
央
開
発
が
担

当
。工
期
９
年
３
月
５
日
。

設
計
金
額
２
億
１
４
５
８

万
９
１
０
０
円
込
。

▽
御
所
浄
水
場
２
系
２

期
ろ
過
池
電
気
設
備
更
新

工
事（
御
所
市
戸
毛
）＝
参

加
資
格
は
県
建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
を
有

す
る
建
設
業
者
。
電
気
工

事
業
の
一
般
建
設
業
許
可

ま
た
は
特
定
建
設
業
許
可
。

電
気
設
備
の
登
録
。
電
気

工
事
業
の
総
合
評
定
値
が

８
０
０
点
以
上
で
あ
る
こ

と
。
平
成
22
年
４
月
１
日

以
降
入
札
参
加
資
格
確
認

申
請
書
の
提
出
日
ま
で
に

元
請
と
し
て
完
成
し
引
渡

し
が
完
了
し
た
「
水
道
法

に
基
づ
く
水
道
施
設
（
専

用
水
道
に
係
る
も
の
は
除

く
）」、「
工
業
用
水
道
事

業
法
に
基
づ
く
工
業
用
水

道
施
設
」
ま
た
は
「
下
水

道
法
に
基
づ
く
下
水
道
」

に
係
る
受
配
電
設
備
の
設

置
を
含
む
電
気
設
備
工
事

（
修
繕
工
事
を
除
く
）の
施

工
実
績
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
。
工
事
概
要
は
電
気

計
装
設
備
工
２
系
２
期
急

速
ろ
過
池
設
備
（
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
セ
ン
タ
１
組
、補
助

継
電
器
盤
１
組
、
現
場
操

作
盤
３
面
）。
設
計
は
関

西
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
担
当
。
工
期
９
年
２
月

25
日
。
設
計
金
額
２
億
２

４
６
８
万
２
７
０
０
円
込
。

1111
月月
1313
日
に
開
札

日
に
開
札

「
椿
井
小
学
校
他
61
校
屋

内
運
動
場
空
調
設
備
設
置

に
伴
う
設
計
業
務
委
託
」

は
昭
和
設
計
が
１
億
４
７

０
０
万
円
（
予
定
価
格
１

億
６
４
６
６
万
７
０
０
０

円
）
で
落
札
し
た
。
他
の

参
加
者
は
綜
企
画
設
計

（
辞
退
）。
業
務
場
所
は
椿

井
町
25
番
地
他
。
業
務
概

要
は
設
計
業
務
１
式
。
委

託
期
間
８
年
２
月
６
日
。

け
付
け
て
12
月
10
日
に
開

札
す
る
。

参
加
資
格
は
▽
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
建
設
業
者
▽

機
械
器
具
設
置
工
事
業
ま

た
は
水
道
施
設
工
事
業
の

一
般
建
設
業
許
可
ま
た
は

特
定
建
設
業
許
可
▽
機
械

設
備
ま
た
は
上
下
水
道
設

備
の
登
録
▽
機
械
器
具
設

置
工
事
業
ま
た
は
水
道
施

設
工
事
業
の
総
合
評
定
値

が
８
０
０
点
以
上
で
あ
る

こ
と
▽
平
成
22
年
４
月
１

日
以
降
入
札
参
加
資
格
確

認
申
請
書
の
提
出
日
ま
で

に
元
請
と
し
て
完
成
し
引

渡
し
が
完
了
し
た
機
械
器

具
設
置
工
事
業
ま
た
は
水

道
施
設
工
事
業
に
係
る
工

事
（
修
繕
を
除
く
）
の
施

工
実
績
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
。

工
事
場
所
は
宇
陀
市
榛

原
角
柄
、
桜
井
市
初
瀬
。

工
事
概
要
は
接
合
井
活
性

炭
注
入
設
備
１
式
、
接
合

井
受
配
電
設
備
１
式
。
設

計
は
吹
上
技
研
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
担
当
。
工
期
９

年
６
月
30
日
。
設
計
金
額

４
億
５
６
６
７
万
６
０
０

０
円
込
。

（昭和４１年１０月１８日第三種郵便物認可） （週３回刊・毎週火・木・土曜日発行）建 設 新 報
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SINCE 1966

短
い
工
期  

ワ
イ
ド
な
用
途

短
い
工
期  

ワ
イ
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な
用
途

DYSHOW  HOUSE

http://dyshowhouse.co.jp/

ホームページはこちら
本 社
〒６３９－０２６５

奈 良 県 香 芝 市 上 中 2 7 1 番 地
ＴＥＬ０７４５（７６）４００９㈹　ＦＡＸ０７４５（７６）２４５６
E-mai l dyshowhouse@nif ty .com

未来へと変わりゆく奈良　　　　　
　　　　悠久の時を慈しむ大和人

数多の神仏御座します　　
　　　　　この故郷と共に

広い場所にはドド～ンと、
小さな空間には チョコン と、
工場・倉庫から住居、
さらにはペット用まで
57 年の実績でお応えいたします。
風致地区仕様もご相談ください。

●大淀営業所
吉野郡大淀町芦原５８５－８
ＴＥＬ０７４７－５２－７７００

●橿原営業所（レンタカー）
橿原市久米町620－12
ＴＥＬ０７４４－２８－０８５４

●飛鳥テクノセンター

https://www.daiki-net.jp

高市郡高取町大字観覚寺701



移転先の旧中和労働会館移転先の旧中和労働会館

県ホームページより県ホームページより
平城宮跡検討対象区域拡大図平城宮跡検討対象区域拡大図

新
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

新
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

県こども家庭課奈
良
県
地
域
創
造
部
こ

ど
も
・
女
性
局
こ
ど
も
家

庭
課
は
、
移
転
先
と
し
て

旧
中
和
労
働
会
館
跡
地
を

選
定
し
た
高
田
こ
ど
も
家

庭
相
談
セ
ン
タ
ー
の
新
設

移
転
に
つ
い
て
、
気
軽
に

相
談
に
来
や
す
く
人
が
行

き
来
す
る
開
か
れ
た
施
設

を
め
ざ
し
て
施
設
の
整
備

に
必
要
な
諸
条
件
の
検
討

を
踏
ま
え
「
新
高
田
こ
ど

も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
整

備
基
本
計
画
」
を
令
和
８

年
度
上
半
期
に
か
け
て
策

定
す
る
。

一
般
競
争
入
札
「
高
田

こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ

ー
移
転
整
備
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託
」
を
11
月
17

日
に
開
札
し
て
業
務
を
委

託
す
る
。
業
務
場
所
は
県

内
そ
の
他
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
県
が
必
要
と
認

め
る
場
所
。
委
託
期
間
８

年
９
月
30
日
。
担
当
は
児

童
虐
待
対
策
係
（
電
話
０

基
本
計
画
を
策
定
へ

基
本
計
画
を
策
定
へ

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

局
公
園
企
画
課
は
、「
平

城
宮
跡
歴
史
公
園
県
営
公

県公園企画課

食
の
ハ
ブ
拠
点
等
を
整
備

食
の
ハ
ブ
拠
点
等
を
整
備

平
城
宮
跡
県
営
公
園
区
域
基
本
計
画
改
定

平
城
宮
跡
県
営
公
園
区
域
基
本
計
画
改
定

７
４
２
―
２
７
―
８
６
０

５
）。９月

一
般
会
計
補
正
予

算
で
高
田
こ
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備
基

本
計
画
策
定
事
業
と
し
て

令
和
８
年
度
債
務
負
担
行

為
１
４
０
０
万
円
を
計
上
、

来
年
度
上
半
期
内
に
基
本

計
画
を
策
定
、
８
年
度
以

降
に
除
却
と
基
本
・
実
施

設
計
、
９
年
度
か
ら
既
存

建
物
の
除
却
・
建
設
工
事

を
進
め
、
13
年
度
以
降
の

開
所
を
予
定
し
て
い
る
。

県
が
所
管
す
る
一
時
保

護
所
は
中
央
こ
ど
も
家
庭

相
談
セ
ン
タ
ー
の
み
で
、

一
時
保
護
が
必
要
な
児
童

の
増
加
に
伴
い
一
時
保
護

所
の
入
所
定
員
が
不
足
し

て
い
る
。
そ
の
状
況
の
な

か
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー
は
一
時
保
護
所

を
併
設
し
て
い
な
い
こ
と

に
加
え
、
供
用
開
始
後
約

40
年
が
経
過
し
て
施
設
が

老
朽
化
、
児
童
虐
待
相
談

対
応
件
数
の
増
加
に
伴
っ

て
対
応
す
る
職
員
数
が
平

成
29
年
当
時
か
ら
約
２
倍

と
な
り
執
務
ス
ペ
ー
ス
が

狭
小
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
６
年
度
に
新
設
移
転

（
一
時
保
護
所
併
設
）
を

決
定
、
７
年
９
月
に
移
転

先
の
選
定
を
行
っ
た
。

現
在
の
高
田
こ
ど
も
家

庭
相
談
セ
ン
タ
ー
の
施
設

概
要
は
大
和
高
田
市
大
中

17
―
６
の
敷
地
１
１
３
４

平
方
㍍
に
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

延
べ
床
面
積
６
２
１
平
方

㍍
（
建
築
面
積
３
８
９
平

方
㍍
）で
14
室
。昭
和
63
年

４
月
移
転
新
築
し
て
い
る
。

一
時
保
護
所
が
あ
る
中

央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン

タ
ー
（
奈
良
市
紀
寺
町
８

３
３
）
は
敷
地
約
２
３
２

７
平
方
㍍
に
延
べ
床
面
積

１
５
７
３
平
方
㍍
（
建
築

面
積
約
７
１
４
平
方
㍍
）

で
児
童
相
談
部
門
17
室
と

一
時
保
護
部
門
21
室
。

整
備
予
定
施
設
の
機
能

は
▽
児
童
相
談
部
門
＝
相

談
室
、
面
接
室
（
司
法
面

接
室
含
む
）、
会
議
室
、

研
修
室
、
医
学
判
定
室
、

心
理
療
法
室
、
遊
戯
治
療

室
、
家
族
療
法
室
、
事
務

室
、
宿
直
室
、
医
務
室
、

待
合
室
、
そ
の
他
必
要
と

な
る
機
能
▽
一
時
保
護
部

門
＝
入
所
定
員
15
名
予
定

（
３
歳
〜
18
歳
ま
で
の
児

童
※
変
更
の
可
能
性
あ

り
）
で
機
能
は
居
室
、
静

養
室
、学
習
室
、面
接
室
、

屋
内
外
運
動
場
、
プ
レ
ー

ル
ー
ム
、
食
堂
、
洗
濯
室

兼
脱
衣
室
、
事
務
室
、
宿

直
室
、
そ
の
他
必
要
と
な

る
諸
機
能
▽
そ
の
他
＝
多

目
的
ト
イ
レ
・
大
人
用
お

む
つ
交
換
台
等
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
機
能
、
授
乳
室
・

こ
ど
も
用
お
む
つ
交
換
台

等
の
子
育
て
機
能
、
人
材

育
成
や
市
町
村
等
連
携
支

援
の
た
め
に
必
要
と
な
る

会
議
室
や
研
修
室
、
そ
の

他
必
要
と
な
る
諸
機
能
。

移
転
先
と
し
て
選
定
し

た
旧
中
和
労
働
会
館
跡
地

は
（
大
和
高
田
市
西
町
１

―
60
）
想
定
敷
地
面
積
２

２
８
４
平
方
㍍
。
市
街
化

区
域
（
商
業
地
域
）
で
建

ぺ
い
率
80
％
・
容
積
率
４

０
０
％
。高
さ
制
限
31
㍍
、

準
防
火
地
域
。
業
務
内
容

は
次
の
通
り
。

▽
与
条
件
の
整
理
。

▽
導
入
機
能
と
施
設
規

模
の
計
画
①
整
備
に
求
め

ら
れ
て
い
る
必
要
な
機
能

や
ニ
ー
ズ
の
分
析
を
行

い
、
施
設
に
導
入
す
る
機

能
と
施
設
規
模
の
計
画
を

作
成
す
る
②
職
員
の
人
材

育
成
や
市
町
村
等
関
係
機

関
と
の
連
携
・
支
援
強
化

を
図
る
た
め
研
修
室
や
会

議
室
に
つ
い
て
適
切
な
規

模
と
部
屋
数
を
設
け
る
③

「
奈
良
県
一
時
保
護
施
設

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準

に
関
す
る
条
例
」
を
踏
ま

え
て
一
時
保
護
所
に
必
要

と
な
る
建
物
の
規
模
を
設

定
す
る
。

▽
ゾ
ー
ニ
ン
グ
図
及
び

動
線
計
画
の
作
成
＝
①
ゾ

ー
ニ
ン
グ
図
を
作
成
す
る

②
利
用
状
況
に
応
じ
た
駐

車
台
数
（
お
も
い
や
り
駐

車
場
制
度
含
む
）
を
確
保

で
き
る
駐
車
場
計
画
を
検

討
す
る
③
建
物
配
置
・
駐

車
場
・
屋
内
外
運
動
場
等

の
配
置
と
合
わ
せ
て
外
構

計
画
に
つ
い
て
検
討
す
る

④
職
員
・
利
用
者
別
の
建

物
内
の
動
線
及
び
敷
地
入

口
か
ら
建
物
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
方
法
な
ど
建
物
内
の

職
員
・
利
用
者
の
動
線
図

と
車
・
徒
歩
に
よ
る
建
物

へ
の
ア
ク
セ
ス
図
を
作
成

す
る
⑤
こ
ど
も
・
子
育
て

旧
中
和
労
働
会
館
跡
地
へ
新
設
移
転

旧
中
和
労
働
会
館
跡
地
へ
新
設
移
転

一
時
保
護
所
（
定
員

一
時
保
護
所
（
定
員
1515
名
）
を
併
設

名
）
を
併
設

施
策
の
展
開
や
法
令
の
改

正
等
に
よ
り
施
設
機
能
の

付
加
や
改
修
が
で
き
る
建

物
配
置
と
す
る
⑥
ゾ
ー
ニ

ン
グ
検
討
に
当
た
り
各
階

の
主
要
部
屋
（
事
務
室
、

相
談
室
、
面
接
室
、
会
議

室
、
一
時
保
護
所
等
）
の

配
置
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
簡

易
な
平
面
図
を
作
成
す
る
。

▽
配
置
計
画
及
び
建
築

計
画
の
作
成
＝
設
定
し
た

要
件
を
満
た
す
新
高
田
こ

ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

の
各
部
屋
の
配
置
計
画
及

び
建
築
計
画
を
２
〜
３
案

作
成
す
る
。

▽
パ
ー
ス
図
の
作
成
＝

各
フ
ロ
ア
（
相
談
部
門
、

一
時
保
護
部
門
）
の
内
観

が
分
か
る
イ
メ
ー
ジ
パ
ー

ス
を
作
成
す
る
。

▽
脱
炭
素
・
木
造
・
木

質
化
の
検
討
。

▽
概
算
事
業
費
の
検
討

＝
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
縮
減
を
め
ざ
し
た
う

え
で
運
営
費
及
び
維
持
管

理
費
の
想
定
も
行
う
。

▽
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
検
討
＝
①
事
業
実
施
に

向
け
て
短
期
と
長
期
の
整

備
計
画
を
検
討
し
て
合
理

的
な
工
程
を
計
画
す
る
②

今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
除
却
設
計
・

基
本
設
計
・
実
施
設
計
・

建
設
・
運
営
に
至
る
ま
で

の
作
業
項
目
を
整
理
し
、

各
々
の
段
階
に
要
す
る
概

略
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検

討
す
る
。

▽
事
業
手
法
の
検
討
＝

施
設
整
備
を
行
う
う
え
で

事
業
効
果
・
コ
ス
ト
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
鑑
み
て
有

利
と
な
る
事
業
手
法
に
つ

い
て
比
較
検
討
（
設
計
・

施
工
の
分
離
発
注
若
し
く

は
設
計
・
施
工
の
一
括
発

注
等
）
す
る
。

以
上
以
外
に
提
案
者
が

必
要
ま
た
は
有
益
と
判
断

す
る
調
査
・
分
析
・
検
討

業
務
を
行
う
。
（
吹
上
）

園
区
域
基
本
計
画
」
の
改

定
案
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、
食
の
ハ
ブ
拠
点
と
し

て
奈
良
の
食
文
化
を
堪
能

で
き
る
便
益
施
設
等
を
整

備
す
る
よ
う
10
月
に
基
本

計
画
を
改
定
し
た
。
区
域

内
の
道
路
や
鉄
道
等
の
移

転
・
移
設
等
に
合
わ
せ
て

段
階
的
に
整
備
し
て
い
く
。

こ
れ
は
、
観
光
戦
略
本

部
の
平
城
宮
跡
周
辺
エ
リ

ア
部
会
（
委
員
長
・
建
築

家
の
内
藤
廣
東
京
大
学
名

誉
教
授
）
が
３
月
21
日
に

行
っ
た
第
５
回
会
合
で
と

り
ま
と
め
た
中
間
報
告
を

受
け
た
も
の
で
、
平
城
宮

跡
周
辺
を
「
日
本
食
の
文

化
の
発
信
拠
点
」と
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先
は
歴
史
公

園
係
（
電
話
０
７
４
２
―

２
７
―
８
９
４
５
）。

公
園
全
体
の
利
用
拠
点

と
な
る
空
間
と
し
て
史
跡

平
城
京
朱
雀
大
路
跡
及
び

そ
の
周
辺
の
区
域（
約
３
・

１
㌶
と
約
０
・
９
㌶
）、

主
要
地
方
道
奈
良
生
駒
線

（
大
宮
通
り
）
よ
り
南
側

の
区
域（
約
５
㌶
）を「
拠

点
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
位
置

付
け
、
平
城
京
を
体
感
で

き
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
エ

リ
ア
と
し
た
。
奈
良
観
光

の
玄
関
口
と
し
て
の
拠
点

性
と
利
便
性
を
活
か
し
、

平
城
京
に
対
す
る
知
識
と

理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

に
『
日
本
の
食
の
は
じ
ま

り
は
奈
良
』
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
食
の
ハ
ブ
拠
点

と
し
て
便
益
施
設（
飲
食
・

物
販
施
設
、宿
泊
施
設
等
）

を
整
備
す
る
エ
リ
ア
と
す

る
。朱

雀
大
路
を
始
め
と
す

る
遺
構
に
つ
い
て
は
将
来

世
代
に
引
き
継
ぐ
よ
う
に

保
全
し
て
往
時
の
平
城
京

の
広
が
り
を
体
感
で
き
る

エ
リ
ア
と
す
る
。
ま
た
、

公
園
の
正
面
玄
関
と
し
て

来
訪
者
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
や

移
動
環
境
が
向
上
す
る
よ

う
駐
車
場
を
併
せ
て
整
備

す
る
。
主
要
施
設
は
▽
食

の
ハ
ブ
拠
点
＝
日
本
の
食

の
ル
ー
ツ
で
あ
る
奈
良
の

食
文
化
を
堪
能
で
き
る
便

益
施
設
等
▽
休
憩
施
設
▽

駐
車
場
等
。

平
城
宮
跡
歴
史
公
園
の

拠
点
ゾ
ー
ン
は
、『
国
営

飛
鳥
・
平
城
宮
跡
歴
史
公

園
平
城
宮
跡
区
域
基
本

計
画
』『
平
城
宮
跡
歴
史
公

園
県
営
公
園
区
域
基
本
計

画
』
及
び
『
平
城
宮
跡
歴

史
公
園
拠
点
ゾ
ー
ン
整
備

計
画
』
に
基
づ
き
、
国
土

交
通
省
と
県
が
連
携
し
て

整
備
を
順
次
進
め
て
き
た
。

一
方
、
５
年
６
月
に
山

下
県
知
事
が
「
平
城
宮
跡

歴
史
公
園
は
、
さ
ら
な
る

賑
わ
い
や
魅
力
向
上
が
必

要
で
あ
る
が
、
新
た
な
建

物
の
建
設
を
前
提
と
す
る

の
で
は
な
く
、
必
要
が
あ

れ
ば
既
存
の
施
設
を
活
用

し
つ
つ
、
今
後
の
あ
り
方

を
再
検
討
し
、
観
光
地
と

し
て
の
魅
力
の
抜
本
的
強

化
に
取
り
組
む
。
こ
の
た

め
国
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
東
側
・
南
側
エ
リ
ア

と
も
に
、
公
園
と
し
て
の

利
活
用
の
可
能
性
も
含
め

今
後
の
あ
り
方
を
再
検
討

す
る
」と
し
た
こ
と
か
ら
、

県
営
公
園
区
域
の
今
後
の

あ
り
方
を
再
検
討
し
た
も

の
で
、
県
営
公
園
区
域
は

朱
雀
大
路
西
側
地
区
、
朱

雀
大
路
東
側
地
区
、
平
城

宮
跡
南
側
地
区
の
３
地
区
。

（
吹
上
）
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か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



対　象　施　設

広陵中央公民館広陵中央公民館

天

理

市

施
設
の
改
修
工
事
等
に
つ
い
て
調
査

施
設
の
改
修
工
事
等
に
つ
い
て
調
査

中
央
公
民
館
整
備
事
業

中
央
公
民
館
整
備
事
業

広 陵 町

11月11日から受付11月11日から受付
ごみ 収 集 運 搬 等 業 務ごみ 収 集 運 搬 等 業 務

広
陵
町
は
、
広
陵
中
央

公
民
館
整
備
事
業
に
関
す

る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
の
結
果
を
公
表
し

た
。
今
回
の
調
査
に
は
５

社
が
参
加
し
、
様
々
な
意

見
や
要
望
が
挙
が
っ
た
。

施
設
の
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
、
元
気
村
ホ
ー
ル

の
防
音
対
策
で
、
施
工
方

法
を
含
め
た
検
討
が
必

要
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
の
建
物
躯
体
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
一
定
期
間

の
活
用
が
可
能
と
考
え
ら

九
条
公
園
等
の
指
定
管
理

九
条
公
園
等
の
指
定
管
理

大和郡山市

Ｔ
Ａ
Ｃ・テ
ル
ウ
ェ
ル
共
同
企
業
体
へ

Ｔ
Ａ
Ｃ・テ
ル
ウ
ェ
ル
共
同
企
業
体
へ

大
和
郡
山
市
は
、
九
条

公
園
施
設
・
九
条
運
動
施

設
・
九
条
公
園
の
指
定
管

理
優
先
交
渉
権
者
に
Ｔ
Ａ

Ｃ
・
テ
ル
ウ
ェ
ル
共
同
企

業
体
を
選
定
し
た
。
指
定

期
間
は
13
年
３
月
31
日
ま

で
の
５
年
間
。

同
施
設
は
、
市
民
の
健

康
運
動
の
振
興
と
連
帯
感

の
育
成
、
ま
た
市
民
の
心

身
の
健
全
な
発
達
と
心
豊

か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を

行
う
た
め
の
市
の
中
核
施

設
の
一
つ
。
同
市
で
は
、

こ
の
よ
う
な
施
設
の
設
置

目
的
を
踏
ま
え
、
民
間
事

業
者
の
経
営
手
法
や
人

材
、
技
術
力
等
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
最
大
限
に
活
用
し
た

運
営
の
効
率
化
を
図
り
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
魅
力
的
な
施
設
運
営

を
目
指
す
た
め
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

主
な
業
務
内
容
は
清
掃

業
務
や
保
安
・
機
械
警
備
、

れ
る
が
、
５
階
部
分
の
布

ク
ロ
ス
等
に
つ
い
て
は
張

り
替
え
を
必
要
と
す
る
意

見
が
あ
っ
た
。

手
法
等
と
し
て
の
Ｐ
Ｆ

Ｉ
（
Ｒ
Ｏ
）
ま
た
は
Ｒ
＋

Ｏ
の
選
択
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
組

成
へ
の
意
向
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｖ
を
組
成
す
る
場

合
は
運
営
上
の
ポ
イ
ン
ト

を
設
計
・
施
工
段
階
で
反

映
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
一
方
で
、
関
係
者
間
の

利
害
調
整
が
複
雑
化
す
る

懸
念
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

調
査
の
対
象
と
な
る
施

設
は
、
中
央
公
民
館
及
び

公
民
館
の
機
能
を
分
担
す

る
３
施
設
（
元
気
村
、
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
、
さ
わ
や

か
ホ
ー
ル
）
で
、
各
施
設

ご
と
の
特
徴
は
次
の
通
り
。

▽
中
央
公
民
館
（
Ｒ
Ｃ

造
２
階
建
、
延
べ
床
面
積

２
０
６
６
平
方
㍍
）
＝
昭

和
48
年
に
竣
工
、
平
成
６

年
に
大
集
会
室
を
ホ
ー
ル

に
改
修
。
主
に
ホ
ー
ル
や

多
目
的
室
、
工
作
室
、
調

理
実
習
室
、
会
議
室
、
研

修
室
、
和
室
、
茶
室
、
陶

芸
室
・
陶
芸
炉
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
施
設
は
50
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
耐

震
補
強
工
事
は
実
施
し
た

が
、
経
年
劣
化
に
伴
う
劣

化
改
修
は
行
わ
れ
て
い
な

い
状
態
。
全
体
と
し
て
劣

化
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
、
現
在
の
施
設
が
果
た

し
て
い
る
機
能
を
他
の
施

設
に
移
転
し
た
上
で
使
用

停
止
し
、
将
来
解
体
撤
去

す
る
方
針
。

▽
は
し
お
元
気
村
（
鉄

骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋

建
、
延
べ
床
面
積
１
９
２

８
平
方
㍍
）
＝
平
成
９
年

に
建
設
さ
れ
た
新
耐
震
施

設
。
安
全
性
に
問
題
は
な

い
が
、
一
定
の
内
装
改
修

等
は
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
も
と
も
と
は
、
国
の

施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
、

同
施
設
に
増
築
す
る
形
で

町
の
施
設
が
整
備
さ
れ
た

が
、
国
の
部
分
が
町
に
移

管
さ
れ
て
以
降
は
一
体
的

に
町
が
所
有
管
理
し
て
い

る
。
主
な
機
能
と
し
て
は

多
目
的
ホ
ー
ル
（
平
土

間
）、
会
議
室
、
音
楽
室
、

和
室
、
小
ホ
ー
ル
、
マ
ル

シ
ェ
、
浴
室
（
現
在
不
使

用
）。
運
営
は
指
定
管
理

者
が
行
っ
て
お
り
、
自
主

事
業
と
し
て
自
主
講
座
や

マ
ル
シ
ェ
が
運
営
さ
れ
て

い
る
。

▽
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

（
Ｓ
造
５
階
建
、
延
べ
床

面
積
２
７
９
２
平
方
㍍
）

＝
平
成
２
年
に
開
設
さ
れ

た
新
耐
震
施
設
。
安
全
性

に
問
題
は
な
い
が
、
一
定

の
内
装
改
修
等
は
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
主
な
施
設

は
大
ホ
ー
ル（
平
土
間
）、

和
室
、
中
研
修
室
、
宿
泊

室
、
浴
室
、
調
理
実
習
室

等
。
１
階
・
２
階
は
、
事

務
所
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
、
民
間
保
育
所
等

と
し
て
利
用
中
で
、
事
業

の
対
象
外
。

▽
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル

（
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建
、延
べ
床

面
積
６
４
７
８
平
方
㍍
）

＝
平
成
13
年
に
開
設
さ
れ

た
新
耐
震
施
設
。
主
な
施

設
は
大
会
議
室
や
中
会
議

室
、
小
会
議
室
、
茶
室
、

生
活
相
談
室
、視
聴
覚
室
、

教
養
娯
楽
室
、図
書
室
で
、

大
広
間
が
住
民
利
用
が
可

能
な
施
設
。
著
し
い
劣
化

は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

改
修
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
１
階
・
２
階
及
び
３

階
（
西
）
は
、
事
務
所
や

保
健
セ
ン
タ
ー
、
浴
室
等

に
使
用
中
で
事
業
の
対
象

外
。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
結
果
を
公
表

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
結
果
を
公
表

機
械
設
備
運
転
管
理
、
消

防
用
設
備
保
守
点
検
、
プ

ー
ル
循
環
濾
過
設
備
保
守

点
検
等
。
管
理
の
対
象
と

な
る
各
施
設
の
概
要
は
次

の
通
り
。

▽
大
和
郡
山
市
九
条
公

園
施
設
（
九
条
町
11
番
地

１
）
＝
①
九
条
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｃ
造
及
び

Ｓ
造
２
階
建
延
べ
床
面
積

３
７
９
７
・
26
平
方
㍍
）

②
九
条
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
。

▽
大
和
郡
山
市
九
条
運

動
施
設
（
九
条
町
11
番
地

３
）
＝
①
九
条
グ
ラ
ウ
ン

ド
②
屋
外
用
簡
易
ト
イ
レ

③
駐
車
場
。

▽
九
条
公
園
（
九
条
町

11
番
地
１
）
＝
①
健
康
の

森
②
ト
リ
ム
広
場
③
ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ
ー
ス
④
駐
車

場
、
駐
輪
場
⑤
遊
具
。

天
理
市
は
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
て
「
天
理

市
ご
み
収
集
運
搬
等
業
務

委
託
」
を
公
告
し
た
。
企

画
提
案
書
の
提
出
期
間
が

11
月
11
日
〜
14
日
、
第
１

次
審
査
を
11
月
下
旬
に
、

第
２
次
審
査
を
12
月
下
旬

に
実
施
し
、
令
和
８
年
１

月
頃
に
契
約
締
結
す
る
予

定
。
上
限
価
格
は
18
億
８

２
６
６
万
６
５
０
０
円

込
。
委
託
期
間
は
13
年
３

月
31
日
。

参
加
資
格
は
▽
市
物
品

購
入
等
の
契
約
に
係
る
入

札
参
加
停
止
措
置
要
領
に

よ
る
入
札
参
加
停
止
措
置

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
▽

Ｊ
Ｖ
方
式
で
な
い
こ
と
▽

市
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に

定
め
る
許
可
を
得
て
、
一

般
廃
棄
物
（
ご
み
）
収
集

運
搬
業
務
を
行
っ
て
い
る

者
ま
た
は
市
町
村
ま
た
は

一
部
事
務
組
合
か
ら
家
庭

系
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）

収
集
運
搬
業
務
を
受
託
し

て
い
る
者
▽
過
去
５
年
以

内
に
お
い
て
、
参
加
資
格

に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
業

務
の
経
験
年
数
が
３
年
以

上
あ
る
者
―
な
ど
。
担
当

は
環
境
業
務
課
（
電
話
０

７
４
３
―
６
４
―
３
９
１

２
）。主な

業
務
内
容
は
可
燃

ご
み
や
資
源
ご
み
、
不
燃

ご
み
の
収
集
業
務
、
ぬ
く

も
り
収
集
、
リ
ク
エ
ス
ト

収
集
と
予
約
受
付
業
務
等
。

委
託
期
間

委
託
期
間
1313
年
３
月

年
３
月
3131
日日
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五 條 営 業 所
〒637-0002

奈良県五條市三在町1421五條生コン㈱内
ＴＥＬ０７４７ ― ２４ ― ２５２５
ＦＡＸ０７４７ ― ２４ ― ４９１０

遮音壁設置工事、ガードレール設置工事、高欄設置工事、
落石防護柵（網）設置工事、ネットフェンス設置工事、
道路標識設置工事、公園施設設置工事、各種外構工事、
グランド工事、のり面緑化工事、石工事、土留工事、タイル工事、
ドローン空撮、土木３D施工データ作成、i-Construction対応

和歌山県知事許可（般―4）第１２４８３号 辻本鉄筋工業

橿 原 市 石 川 町 ４ ８ ８ － １
ＴＥＬ（０７４４）㉗６７１９
磯城郡田原本町味間７０－８
ＴＥＬ（０７４４）�３０３１
ＦＡＸ（０７４４）�８５２１

加工場

奈 良 県 葛 城 市 葛 木 １ ５ ４ 番 地 ４
ＴＥＬ（０７４５）６９－６４７９
ＦＡＸ（０７４５）４８－８２１２

建築工事　塗装工事　防水工事　看板工事

精密機械塗装　機械焼付塗装　各種メッキ　アルマイト加工

奈良県橿原市新堂町３１３番地１
奈良県ハイテク工場団地協同組合内
ＴＥＬ（０７４４）２４－６６２６
ＦＡＸ（０７４４）２４－６６２７

㍿江 頭 建 装

㍿エガシラ塗装

代表取締役 江頭　司

代表取締役 江頭義内

建築から塗装までトータルでお任せ下さい

建築・板金工事一式

三洋工業KK奈良県特約店

中辻正鈑金属興業㍿
代表取締役 中 辻 安 則

奈 良 市 南 京 終 町 １－７２
☎（０７４２）６２－０７６１㈹
ＦＡＸ（０７４２）６２－３６４６

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

曽
爾
村

　
　
（
10
月
３
日
・
一
般

競
争
入
札
、
10
月
９
日
契

約
）

　

▼
令
和
７
年
度
伊
賀
見

地
区
簡
易
水
道
老
朽
管
布

設
替
工
事（
大
字
伊
賀
見
）

＝
①
小
田
総
建
・
寺
脇
建

設
Ｊ
Ｖ
②
３
５
５
１
万
８

０
０
０
円
（
予
３
９
２
９

万
円
）
③
米
原
組
、
小
山

土
木
・
西
浦
建
設
Ｊ
Ｖ
、

大
都
・
土
肥
建
設
Ｊ
Ｖ
④

送
配
水
管
布
設
工
事
（
Ｈ

Ｐ
Ｐ
Ｅ
φ
75
㍉
Ｌ
１
８

８
・
６
㍍
、
Ｐ
Ｅ
φ
50
㍉

Ｌ
23
・
６
㍍
、
Ｐ
Ｅ
φ
30

㍉
Ｌ
68
・
８
㍍
）、
送
水

管
布
設
工
事
Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
φ

50
㍉
Ｌ
２
１
７
・
０
㍍
、

舗
装
本
復
旧
工
事
１
式
、

給
水
管
布
設
工
事
１
式
。

設
計
は
潮
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
担
当
。
工
期
８

年
２
月
13
日
。

五
條
市

　
　
（
10
月
10
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
道
路
舗
装
工
事
２
５

０
１
０
２
９
号
（
住
川
町

〈
市
道
住
川
１
号
線
〉）
＝

①
森
岡
組
（
評
価
値
13
・

２
４
６
）
②
８
３
０
万
４

０
０
０
円
（
予
９
３
０
万

円
）。

　
　
（
10
月
10
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
須
恵
児
童
公
園
ト
イ

レ
撤
去
工
事
２
５
０
１
０

３
６
号（
須
恵
３
丁
目
８
）

＝
①
た
け
や
興
業
②
92
万

９
０
０
０
円
（
予
１
０
７

万
円
）。

県
宇
陀
土
木
事

務
所

　
　
（
９
月
19
日
・
一
般

競
争
入
札
、
９
月
30
日
契

約
）

　

▼
守
道
川
護
床
工
事

（
緊
急
自
然
災
害
防
止
対

策
事
業
債
対
象
事
業
（
臨

時
・
特
別
））
第
Ｕ
―
１

０
７
―
１
号
（
宇
陀
市
大

宇
陀
守
道
）
＝
①
岸
本
組

建
設
②
１
１
０
１
万
９
０

０
０
円
（
比
１
２
３
４
万

３
０
０
０
円
）
③
岩
根
建

設
、
西
峯
土
木
、
竹
田
設

備
工
業
、
峯
野
建
設
、
光

有
建
設
、
ダ
イ
テ
ッ
ク
、

西
浦
建
設
、
小
田
総
建
、

若
草
建
設
、
大
国
産
業
、

柿
本
建
設
、
小
山
土
木
、

総
合
建
設
業
江
本
、
戸
浦

電
機
、
都
総
業
④
12
月
19

日
。県

広
域
水
道
企

業
団
天
理
事
務

所
　
　
（
10
月
10
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
天
理
ダ
ム
水
質
監
視

装
置
更
新
工
事
＝
デ
イ
ケ

イ
ケ
イ
サ
ー
ビ
ス
関
西
②

８
５
５
万
３
０
０
０
円

（
比
９
４
８
万
円
）。

葛
城
市

　
　
（
10
月
２
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
第
７
―
４
０
４
号
新

町
・
柳
原
線
道
路
改
良
工

事
（
新
村
）
＝
①
中
造
園

②
２
２
５
８
万
４
０
０
０

円
（
予
２
５
０
４
万
７
０

０
０
円
）
③
ダ
イ
コ
ー
建

設
（
無
効
）、一
伸
商
事
、

花
佐
造
園
、
西
島
組
、
ソ

レ
イ
ユ
、
生
野
建
設
、
三

容
建
設
④
工
事
延
長
７
４

㍍
、
本
体
（
土
工
１
式
、

構
造
物
撤
去
工
１
式
、
排

水
構
造
物
工
１
式
、
舗
装

工
１
式
、仮
設
工
１
式
）、

附
帯
（
構
造
物
撤
去
工
１

式
、排
水
構
造
物
工
１
式
、

舗
装
工
１
式
、
仮
設
工
１

式
）。
設
計
は
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
が
担
当
。
工
期
８
年

２
月
27
日
。

近
畿
地
方
整
備

局
奈
良
国
道
事

務
所

　
　
（
10
月
３
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
国
道
24
号
杏
町
地
区

他
光
ケ
ー
ブ
ル
仮
設
工
事

（
奈
良
市
杏
町
〜
大
和
郡

山
市
下
三
橋
町
）
＝
①
ミ

ラ
イ
ト
・
ワ
ン
②
５
６
３

６
万
円
（
予
６
２
２
８
万

円
）
③
三
菱
電
機
シ
ス
テ

ム
サ
ー
ビ
ス
（
辞
退
）、

日
本
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ツ
ク

シ
ス
テ
ム
ズ
、日
本
電
通
、

ツ
ル
カ
メ
電
気
工
業
所

（
辞
退
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
、
西
川
電
業
、

Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
コ
ネ
ク
ト
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
無
効
）

④
有
線
通
信
線
路
設
備
工

１
式
、
仮
設
工
１
式
。
工

期
８
年
３
月
19
日
（
落
札

者
が
設
定
し
た
実
工
事
期

間
）。調査・測量・設計

建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
宇
陀
土
木
事

務
所

　
　
（
９
月
12
日
・
一
般

競
争
入
札
、
９
月
17
日
契

約
）

　

▼
宇
陀
土
木
事
務
所
管

内
交
通
量
調
査
（
道
路
・

街
路
交
通
情
勢
調
査
）
委

託
（
道
路
改
良
事
業
等
基

礎
調
査
費
）
第
55
―
委
２

号
（
宇
陀
市
榛
原
山
辺
三

他
）
＝
①
英
晃
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
②
７
５
３
万
円

（
比
９
２
５
万
円
）
③
太

洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

阪
神
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

イ
ン
テ
コ
、
シ
ー
ド
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
三
協
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
大
和
測
量
設
計

事
務
所
、ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、

Ｎ
Ｇ
Ｃ
、
天
理
技
研
④
交

通
量
調
査
15
ヵ
所
。
委
託

期
間
８
年
３
月
27
日
。

県
奈
良
公
園
事

務
所

　
　
（
９
月
29
日
・
指
名

競
争
入
札
、
10
月
２
日
契

約
）

　

▼
奈
良
公
園
春
日
奥
山

道
路
他
法
面
点
検
調
査
業

務
委
託
（
奈
良
公
園
環
境

改
善
事
業
）
２
０
８
―
委

―
６
号
（
奈
良
市
春
日
野

町
）
＝
①
キ
タ
イ
設
計
②

３
４
５
万
円
（
比
４
３
０

万
円
）
③
阪
神
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
、
明
治
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
日
建
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
サ
ン
コ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
天
理

技
研
、
エ
イ
テ
ッ
ク
、
国

際
航
業
、
ト
ー
ニ
チ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
修
成
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
八
千

代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
、

中
央
開
発
、
近
畿
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
か
ん
こ
う
、
ス
リ
ー

エ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

日
本
イ
ン
シ
ー
ク
（
辞

退
）、
エ
イ
ト
日
本
技
術

開
発
（
辞
退
）
④
８
年
３

月
25
日
。

県
広
域
水
道
企

業
団
広
域
水
道

セ
ン
タ
ー

　
　
（
９
月
５
日
・
一
般

競
争
入
札
、
９
月
17
日
契

約
）

　

▼
桜
井
浄
水
場
管
理
本

館
修
繕
工
事
監
理
業
務
委

託
（
桜
井
市
初
瀬
）
＝
①

中
和
設
計
②
４
１
４
万
円

（
比
５
０
６
万
円
）
③
ア

ル
ト
舎
、
三
都
設
計
、
尾

川
建
築
設
計
事
務
所
④
桜

井
浄
水
場
管
理
本
館
修
繕

工
事
に
係
る
監
理
業
務
１

式
。
委
託
期
間
８
年
３
月

19
日
。

下
市
町

　
　
（
９
月
24
日
・
指
名

競
争
入
札
、
10
月
10
日
契

約
）

　

▼
町
立
下
市
あ
き
つ
学

園
屋
内
運
動
場
空
調
設
備

等
整
備
設
計
業
務
委
託
令

和
７
年
度
下
教
（
委
）
第

20
号
（
大
字
下
市
３
０
６

０
番
）
＝
①
新
田
設
計
②

６
６
４
万
円
（
比
７
９
１

万
円
）
③
ニ
ッ
タ
建
築
事

務
所
、福
本
設
計（
辞
退
）、

桝
谷
設
計
（
辞
退
）、
岩

崎
建
築
設
計
事
務
所
（
辞

退
）、
福
井
建
築
設
計
事

務
所
（
辞
退
）、
ワ
ー
ル

ド
設
計
（
辞
退
）
④
８
年

２
月
27
日
。

都
市
再
生
機
構

西
日
本
支
社

　
　
（
10
月
７
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
07
―
中
登
美
第
三
団

地
環
境
整
備
基
本
検
討
業

務
（
原
則
と
し
て
受
注
者

の
事
務
所
）＝
①
Ｄ
Ａ
Ｎ
・

Ｇ
Ｋ
―
Ｄ
Ｓ
Ｈ
Ｊ
Ｖ
（
大

阪
市
中
央
区
）（
評
価
値

28
・
８
５
０
０
）
②
８
７

０
万
円（
予
９
０
３
万
円
）

③
Ｄ
Ａ
Ｎ
・
Ｇ
Ｋ
―
Ｄ
Ｓ

Ｈ
Ｊ
Ｖ
の
み
④
屋
外
空
間

の
現
況
調
査
・
分
析
、
団

地
環
境
整
備
基
本
方
針
の

検
討
、
団
地
環
境
整
備
基

本
方
針
書
の
作
成
、
有
識

者
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
委
託
期

間
８
年
６
月
12
日（
予
定
）。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
10
月
９
日
・
一
般

競
争
入
札
、
10
月
16
日
契

約
）

　

▼
（
都
）
畝
傍
駅
前
通

り
線
建
物
等
補
償
調
査
業

務
委
託
（
無
電
柱
化
（
街

路
））
１
―
Ｇ
３
―
委
―

８
号
（
橿
原
市
八
木
町
２

丁
目
）
＝
①
ア
イ
テ
ク
ノ

②
４
３
０
万
円
（
比
５
３

５
万
円
）
③
太
洋
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
た
か
の
建

築
事
務
所
、
間
瀬
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
コ
ム
建
築
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
浜
名
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
三

和
綜
合
コ
ン
サ
ル
、
産
業

工
学
研
究
所
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
、
技
研
、
福
田
総
合
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
フ
ァ
ノ

バ
、
写
測
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
信
栄
補
償
設
計
、

大
阪
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、日
本
工
営
都
市
空
間
、

Ｋ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

補
償
工
学
研
究
所
、
中
央

ク
リ
エ
イ
ト
、西
播
設
計
、

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
、
キ
ミ
コ

ン
、
平
和
Ｉ
Ｔ
Ｃ
、
シ
ョ

ウ
エ
イ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

④
建
物
等
補
償
調
査
業
務

委
託
１
式
。
委
託
期
間
８

年
２
月
27
日
。

水
資
源
機
構
木

津
川
ダ
ム
総
合

管
理
所

　
　
（
10
月
６
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
初
瀬
取
水
塔
地
震
動

作
成
外
業
務
（
宇
陀
市
榛

原
山
辺
三
）
＝
①
エ
イ
ト

日
本
技
術
開
発
（
岡
山
市

北
区
）（
評
価
値
64
・
０
９

５
）
②
１
６
０
０
万
円
③

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン

グ
④
室
生
ダ
ム
の
貯
水
池

上
流
に
設
置
し
て
い
る
初

瀬
取
水
塔
に
つ
い
て
、
最

新
の
情
報
に
基
づ
き
レ
ベ

ル
２
地
震
動
の
更
新
を
行

う
と
共
に
、
過
年
度
業
務

の
耐
震
性
能
照
査
及
び
耐

震
補
強
工
法
の
妥
当
性
等

を
検
証
す
る
（
レ
ベ
ル
２

地
震
動
の
設
定
１
式
、
耐

震
補
強
工
法
案
の
耐
震
性

能
照
査
１
式
）。
委
託
期

間
８
年
３
月
19
日
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
奈
良
土
木
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
10
月

15
日
公
告
）

　

▽
主
要
地
方
道
天
理
環

状
線
道
路
改
良
工
事
（
単

独
道
路
整
備
事
業
（
通
常

分
）（
臨
時
））
第
１
０
５

―
１
号（
天
理
市
柳
本
町
）

＝
①
入
札
参
加
申
込
書
の

提
出
10
月
24
日
ま
で
（
入

札
書
・
入
札
金
額
の
内
訳

書
及
び
低
入
札
価
格
調
査

意
向
確
認
書
の
提
出
期
間

10
月
31
日
〜
11
月
７
日
）

②
11
月
13
日
③
土
木
工
事

業
の
特
定
建
設
業
許
可
。

土
木
１
式
の
登
録
。
Ａ
等

級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）。
建
設
業
法
に
基
づ

く
土
木
工
事
業
の
許
可
を

う
け
て
い
る
本
店
が
県
内

に
あ
り
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
こ
と
―
な
ど
④
工
事
延

長
97
㍍
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

カ
ル
バ
ー
ト
工
48
㍍
、
排

水
構
造
物
工
52
㍍
。
設
計

は
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
担
当
。
工
期
８

年
７
月
31
日
⑤
設
９
４
３

４
万
３
７
０
０
円
込
。

県
五
條
土
木
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
10
月

15
日
公
告
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
８
号

舗
装
補
修
工
事
（
臨
時
単

独
舗
装
道
補
修
事
業
）
７

１
３
―
２
―
１
号
（
五
條

市
御
山
町
〜
五
條
１
丁

目
）
＝
①
入
札
参
加
申
込

書
の
提
出
10
月
24
日
ま
で

（
入
札
書
・
入
札
金
額
の

内
訳
書
及
び
低
入
札
価
格

調
査
意
向
確
認
書
の
提
出

期
間
10
月
30
日
〜
11
月
６

日
）
②
11
月
12
日
③
舗
装

工
事
業
の
特
定
建
設
業
許

可
。
舗
装
の
登
録
。
Ａ
等

級
。
建
設
業
法
に
基
づ
く

舗
装
工
事
業
の
許
可
を
う

け
て
い
る
本
店
が
県
内
に

あ
り
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

こ
と
―
な
ど
④
工
事
延
長

３
２
８
㍍
、
舗
装
打
換
工

２
４
４
０
平
方
㍍
、
橋
面

防
水
工
２
４
４
０
平
方

㍍
、
区
画
線
工
１
１
９
４

㍍
。
工
期
８
年
５
月
29
日

⑤
設
３
９
９
６
万
４
１
０

０
円
込
。

県
北
部
農
業
振
興
事

務
所
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
10
月

15
日
公
告
）

　

▽
令
和
７
年
度
県
営
ほ

場
整
備
事
業
北
村
地
区
整

備
工
（
そ
の
２
）
工
事
第

Ｒ
７
Ａ
１
工
６
号
（
奈
良

市
北
村
町
、
南
庄
町
）
＝

①
入
札
書
及
び
入
札
金
額

の
内
訳
書
の
提
出
11
月
５

日
ま
で
②
11
月
６
日
③
土

木
工
事
業
の
一
般
建
設
業

許
可
ま
た
は
特
定
建
設
業

許
可
。土
木
１
式
の
登
録
。

Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等
級
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
土
木

工
事
業
の
許
可
を
う
け
て

い
る
本
店
が
県
奈
良
土
木

事
務
所
管
内
に
あ
り
県
建

設
工
事
等
競
争
入
札
参
加

資
格
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
入
札
公
告
参
照
⑤
予

１
７
１
５
万
１
２
０
０
円

込
、
低
１
５
３
９
万
７
８

０
０
円
込
。

県
広
域
水
道
企
業
団

生
駒
事
務
所
（
事
後

審
査
型
条
件
付
一
般

競
争
入
札
〈
電
子
入

札
〉10
月
15
日
公
告
）

15
日
公
告
）

　

▽
県
単
独
農
業
農
村
整

備
事
業
曽
我
川
大
樋
地
区

曽
我
川
大
樋
頭
首
工
更
新

工
事
仮
設
進
入
路
用
地
境

界
測
量
業
務
第
Ｒ
７
Ｂ
１

委
４
号（
橿
原
市
忌
部
町
）

＝
①
入
札
書
の
提
出
10
月

28
日
ま
で
②
10
月
29
日
③

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
の
う
ち
測
量
業

務
に
登
録
を
受
け
、
Ａ
等

級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
中
和
土

木
事
務
所
管
内
、
奈
良
土

木
事
務
所
管
内
ま
た
は
、

宇
陀
土
木
事
務
所
管
内
に

本
店
を
有
し
て
い
る
こ
と

―
な
ど
④
基
準
点
測
量
10

点
、
平
面
測
量
０
・
０
０

４
平
方
㌔
㍍
、
境
界
測
量

０
・
35
㌶
。
委
託
期
間
８

年
３
月
19
日
⑤
予
３
２
４

万
５
０
０
０
円
込
、
低
２

６
６
万
２
０
０
０
円
込
。
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▽
真
弓
２
丁
目
地
内
配

水
管
布
設
替
工
事
（
５
工

区
）（
生
駒
市
真
弓
２
丁

目
）
＝
①
入
札
書
及
び
工

事
費
内
訳
書
の
提
出
期
限

11
月
５
日
②
11
月
６
日
③

生
駒
市
の
建
設
工
事
登
録

業
者
一
覧
表
に
水
道
施
設

工
事
で
登
録
の
あ
る
者
の

う
ち
生
駒
市
内
に
本
店
ま

た
は
支
店
を
有
す
る
者
。

下
請
契
約
の
請
負
代
金
の

合
計
が
５
０
０
０
万
円
以

上
と
な
る
場
合
は
特
定
建

設
業
許
可
が
必
要
。
公
告

日
か
ら
過
去
15
年
間
に
お

い
て
元
請
と
し
て
国
、
地

方
公
共
団
体
、
公
共
法
人

ま
た
は
法
人
の
発
注
す
る

水
道
施
設
工
事
ま
た
は
元

請
と
し
て
生
駒
市
が
発
注

し
た
管
工
事
の
う
ち
水
道

管
本
管
を
対
象
と
す
る
工

事
で
本
工
事
予
定
価
格
の

３
分
の
１
以
上
の
金
額
の

施
工
実
績
（
契
約
１
件
あ

た
り
の
金
額
、
完
了
済
で

あ
る
こ
と
）
を
有
す
る
者

―
な
ど
④
管
布
設
延
長
７

５
９
・
９
㍍
、管
路
工
（
開

削
）
Ｇ
Ｘ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
φ

１
０
０
㍉
Ｌ
１
４
５
・
９

㍍
、
φ
75
㍉
Ｌ
１
５
３
・

４
㍍
）、
Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
φ

75
㍉
Ｌ
３
・
０
㍍
、
Ｈ
Ｐ

Ｐ
Ｅ（
φ
75
㍉
Ｌ
３
５
３
・

６
㍍
、φ
50
㍉
Ｌ
１
０
４
・

０
㍍
）、
不
断
水
弁
設
置

工（
φ
１
５
０
㍉
１
ヵ
所
、

φ
75
㍉
２
ヵ
所
）、
給
水

管
工
Ｐ
Ｅ
φ
20
㍉
35
ヵ

所
。
工
期
８
年
３
月
19
日

⑤
予
６
２
４
８
万
円
込
、

低
５
６
６
８
万
１
９
０
０

円
込
。

奈
良
市
（
一
般
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

10
月
15
日
公
告
）

　

▽
鴻
ノ
池
球
場
ウ
ォ
ー

ニ
ン
グ
ゾ
ー
ン
他
改
修
工

事（
法
蓮
佐
保
山
４
丁
目
）

＝
①
入
札
参
加
申
請
10
月

31
日
ま
で
（
入
札
書
の
提

出
期
間
11
月
11
日
〜
25

日
）
②
11
月
26
日
③
奈
良

市
建
設
工
事
等
入
札
参
加

資
格
者
で
あ
る
こ
と
。
舗

装
工
事
に
係
る
建
設
業
許

可
を
有
す
る
こ
と
。
舗
装

工
事
に
係
る
同
市
の
登
録

が
あ
る
こ
と
。
舗
装
工
事

の
総
合
評
定
値
が
９
０
０

点
以
上
で
あ
る
こ
と
。
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
７

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
国
、
地
方
公
共
団

体
ま
た
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
も
の
の
発
注
し
た
野
球

場
ウ
ォ
ー
ニ
ン
グ
ゾ
ー
ン

の
人
工
芝
舗
装
新
設
工
事

及
び
緩
衝
フ
ェ
ン
ス
の
改

修
工
事
（
別
契
約
の
工
事

で
も
可
）
を
元
請
と
し
て

完
成
さ
せ
た
実
績
を
有
し

て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
―

な
ど
④
撤
去
・
土
工
・
復

旧
工
１
式
、
下
地
舗
装
・

構
造
物
工
１
式
、
人
工
芝

表
層
工
１
式
、
ラ
バ
ー
フ

ェ
ン
ス
工
１
式
、
搬
入
路

養
生
復
旧
工
１
式
、
仮
設

工
１
式
。
工
期
８
年
３
月

31
日
⑤
予
９
３
７
０
万
２

０
０
０
円
、
低
モ
７
３
５

３
万
３
０
０
０
円
。

　

▽
灰
汚
水
処
理
装
置
点

検
整
備
補
修
（
左
京
５
丁

目
２
番
地
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
奈
良
市
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
者
で
あ

る
こ
と
。
機
械
器
具
設
置

工
事
ま
た
は
清
掃
施
設
工

事
に
係
る
建
設
業
許
可
を

有
す
る
こ
と
。
機
械
器
具

設
置
工
事
ま
た
は
清
掃
施

設
工
事
に
係
る
同
市
の
登

録
が
あ
る
こ
と
。
機
械
器

具
設
置
工
事
ま
た
は
清
掃

施
設
工
事
の
総
合
評
定
値

が
９
０
０
点
以
上
で
あ
る

こ
と
。
公
告
日
以
前
に
お

い
て
国
、
地
方
公
共
団
体

ま
た
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

も
の
の
発
注
し
た
一
般
廃

棄
物
ご
み
焼
却
施
設
（
焼

却
能
力
が
１
日
に
つ
き
４

０
０
㌧
以
上
の
も
の
に
限

る
）
の
灰
汚
水
処
理
施
設

（
灰
汚
水
処
理
能
力
が
ク

ロ
ー
ズ
ド
方
式
４
・
５
立

方
㍍
／
ｈ
を
有
し
連
続
遠

心
分
離
脱
水
機
を
有
す
る

物
に
限
る
）
の
補
修
に
元

請
負
業
者
と
し
て
の
施
工

実
績
を
有
す
る
者
で
あ
る

こ
と
―
な
ど
④
灰
汚
水
吸

引
装
置（
真
空
吸
引
方
式
）

補
修
１
式
、
灰
汚
水
脱
水

装
置
（
ス
ク
リ
ュ
ー
デ
カ

ン
タ
型
連
続
遠
心
分
離
脱

水
機
）
補
修
１
式
、
灰
汚

水
再
利
用
水
装
置
補
修
１

式
。
工
期
８
年
３
月
19
日

⑤
予
３
１
７
４
万
９
０
０

０
円
。

生
駒
市
（
事
後
審
査

型
条
件
付
一
般
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

10
月
15
日
公
告
）

　

▽
セ
ラ
ビ
ー
い
こ
ま
健

康
棟
Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
工
事

（
東
新
町
）＝
①
入
札
書
及

び
工
事
費
内
訳
書
の
提
出

期
限
10
月
28
日
②
10
月
29

日
③
生
駒
市
の
建
設
工
事

登
録
業
者
一
覧
表
に
電
気

工
事
で
登
録
の
あ
る
者
の

う
ち
生
駒
市
内
に
本
店
ま

た
は
支
店
を
有
す
る
者
ま

た
は
県
内
に
本
店
を
有
す

る
者
。
公
告
日
か
ら
過
去

15
年
間
に
お
い
て
元
請
と

し
て
国
、地
方
公
共
団
体
、

公
共
法
人
ま
た
は
法
人
の

発
注
す
る
電
気
工
事
で
本

工
事
予
定
価
格
の
３
分
の

１
以
上
の
金
額
の
施
工
実

績
（
契
約
１
件
あ
た
り
の

金
額
、
完
了
済
で
あ
る
こ

と
）
を
有
す
る
者
―
な
ど

④
入
札
公
告
参
照
⑤
予
１

３
２
０
万
円
込
、
低
１
２

１
４
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
菜
畑
壱
分
線
他
交
差

点
安
全
対
策
工
事
（
東
生

駒
３
丁
目
他
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
生
駒
市
の
建
設

工
事
登
録
業
者
一
覧
表
に

道
路
付
属
物
設
置
工
事
で

登
録
の
あ
る
者
の
う
ち
生

駒
市
内
に
本
店
若
し
く
は

支
店
を
有
す
る
者
ま
た
は

県
内
に
本
店
を
有
す
る
者

―
な
ど
④
入
札
公
告
参
照

⑤
予
４
６
３
万
７
６
０
０

円
込
、
低
４
０
９
万
３
１

０
０
円
込
。

川
西
町
（
条
件
付
一

般
競
争
入
札
10
月
14

日
公
告
）

　

▽
自
治
会
掲
示
板
設
置

工
事
川
総
政
第
７
―
８
号

（
町
内
）
＝
①
入
札
参
加

資
格
確
認
申
請
書
等
の
提

出
10
月
27
日
ま
で
②
11
月

７
日
③
県
内
に
本
社
ま
た

は
営
業
所
を
有
す
る
こ

と
。
川
西
町
の
入
札
参
加

資
格
登
録
が
あ
る
こ
と
。

過
去
５
年
間
に
地
方
自
治

体
に
お
い
て
掲
示
板
ま
た

は
看
板
等
の
設
置
工
事
を

施
工
し
た
実
績
を
有
す
る

こ
と
―
な
ど
④
入
札
公
告

参
照
⑤
予
３
５
９
万
４
０

０
円
込
、
最
低
制
限
価
格

は
な
し
。

　

▽
自
治
会
掲
示
板
撤
去

工
事
川
総
政
第
７
―
10
号

（
前
同
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
県
内
に
本
社
ま
た
は

営
業
所
を
有
す
る
こ
と
。

川
西
町
の
入
札
参
加
資
格

登
録
が
あ
る
こ
と
。
過
去

５
年
間
に
地
方
自
治
体
に

お
い
て
掲
示
板
ま
た
は
看

板
等
の
撤
去
工
事
を
施
工

し
た
実
績
を
有
す
る
こ
と

―
な
ど
④
入
札
公
告
参
照

⑤
予
１
０
５
万
４
０
０
０

円
込
、
最
低
制
限
価
格
は

な
し
。

県
中
部
農
林
振
興
事

務
所
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
10
月

15
日
公
告
）

　

▽
県
営
ほ
場
整
備
事
業

百
済
川
向
地
区
整
備
工

（
そ
の
２
）
工
事
第
Ｒ
７

Ｂ
１
工
10
号
（
広
陵
町
百

済
）
＝
①
入
札
書
及
び
入

札
金
額
の
内
訳
書
の
提
出

10
月
28
日
ま
で
②
10
月
29

日
③
土
木
工
事
業
の
一
般

建
設
業
許
可
ま
た
は
特
定

建
設
業
許
可
。
土
木
１
式

の
登
録
。
Ｃ
等
級
。
建
設

業
法
に
基
づ
く
「
土
木
工

事
業
」
の
許
可
を
受
け
て

い
る
本
店
が
県
高
田
土
木

事
務
所
管
内
に
あ
り
、
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
入
札
公
告
参
照
⑤

予
１
１
５
２
万
９
１
０
０

円
込
、
低
１
０
３
４
万
６

６
０
０
円
込
。

　

▽
た
め
池
整
備
事
業
葛

城
山
麓
地
区
連
結
水
路
改

修
（
そ
の
１
）
工
事
第
Ｒ

７
Ｂ
１
工
11
号
（
葛
城
市

平
岡
）
＝
①
前
同
②
前
同

③
前
同
④
入
札
公
告
参
照

⑤
予
１
５
６
９
万
４
０
０

円
込
、
低
１
４
０
６
万
６

８
０
０
円
込
。
※
以
上
週

休
２
日
化
を
促
進
す
る
試

行
（
発
注
者
指
定
型
）。

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
適
用
。

　

▽
県
営
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
法
貴
寺
地
区
西
池

工
区（
そ
の
２
）工
事
第
Ｒ

７
Ｂ
１
工
５
号
（
田
原
本

町
法
貴
寺
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
土
木
工
事
業
の
一

般
建
設
業
許
可
ま
た
は
特

定
建
設
業
許
可
。
土
木
１

式
の
登
録
。
Ｂ
等
級
。
建

設
業
法
に
基
づ
く
「
土
木

工
事
業
」
の
許
可
を
受
け

て
い
る
本
店
が
県
中
和
土

木
事
務
所
管
内
に
あ
り
、

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
す
る
こ
と

―
な
ど
④
工
事
延
長
５
４

０
㍍
、管
路
工
８
８
６
㍍
、

給
水
栓
工
46
ヵ
所
。
設
計

は
日
本
水
工
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
担
当
。
工
期
８
年

３
月
13
日
⑤
予
３
３
８
２

万
５
０
０
０
円
込
、
低
３

０
６
０
万
３
１
０
０
円
込
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

奈
良
市
（
一
般
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

10
月
15
日
公
告
）

　

▽
奈
良
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
体
育
館
空
調
設
備

設
置
に
伴
う
建
築
設
備
設

計
業
務
委
託
（
左
京
５
丁

目
３
番
地
の
１
）
＝
①
入

札
参
加
申
請
10
月
31
日
ま

で
（
入
札
書
の
提
出
期
間

11
月
11
日
〜
25
日
）
②
11

月
26
日
③
奈
良
市
建
設
工

事
等
入
札
参
加
資
格
者
で

あ
る
こ
と
。
建
築
士
法
の

規
定
に
よ
る
一
級
建
築
士

事
務
所
の
登
録
を
受
け
て

い
る
者
で
あ
る
こ
と
。
同

市
に
お
い
て
建
築
関
係
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

（
建
築
設
計
）
に
登
録
が

あ
る
こ
と
―
な
ど
④
建
築

設
計
業
務
１
式
。
委
託
期

間
８
年
２
月
６
日
⑤
予
３

６
１
万
４
０
０
０
円
、
低

基
２
８
６
万
１
０
０
０
円
。

　

▽
右
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ポ
ー
ツ
会
館
空
調
設
備

設
置
に
伴
う
建
築
設
備
設

計
業
務
委
託
（
右
京
４
丁

目
11
番
地
の
１
）
＝
①
入

札
参
加
申
請
10
月
31
日
ま

で
（
入
札
書
の
提
出
期
間

11
月
11
日
〜
26
日
）
②
11

月
27
日
③
前
同
④
空
調
設

備
設
置
建
築
設
備
設
計
業

務
１
式
。
委
託
期
間
前
同

⑤
予
３
３
３
万
９
０
０
０

円
、
低
基
２
６
３
万
２
０

０
０
円
。

奈
良
市
企
業
局
（
事

後
審
査
型
一
般
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

10
月
15
日
公
告
）

　

▽
公
共
下
水
道
築
造
工

事
に
伴
う
実
施
設
計
業
務

委
託
（
法
蓮
町
他
）
＝
①

入
札
参
加
申
請
10
月
28
日

ま
で
（
入
札
書
の
提
出
期

間
10
月
31
日
〜
11
月
17

日
）
②
11
月
18
日
③
奈
良

市
企
業
局
建
設
工
事
等
入

札
参
加
資
格
者
の
中
で
土

木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
に
お
い
て
「
下

水
道
部
門
」
の
登
録
が
あ

る
こ
と
―
な
ど
④
管
路
施

設
実
施
設
計
、
開
削
工
法

（
１
２
０
０
㍉
未
満
）
１

式
、
現
地
測
量
１
式
。
委

託
期
間
８
年
３
月
31
日
⑤

予
９
６
３
万
円
、
低
基
７

５
４
万
８
０
０
０
円
。

奈
良
市
企
業
局
（
一

般
競
争
入
札
〈
郵
便

入
札
〉
10
月
15
日
公

告
）

　

▽
内
水
浸
水
想
定
検
討

業
務
委
託
（
山
町
他
）
＝

①
入
札
参
加
申
請
10
月
28

日
ま
で
②
11
月
18
日
③
奈

良
市
企
業
局
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
者
の
中
で

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
に
お
い
て

「
下
水
道
部
門
」
の
登
録

が
あ
る
こ
と
―
な
ど
④
基

礎
調
査
１
式
、
排
水
区
の

モ
デ
ル
化
１
式
、
地
表
面

の
モ
デ
ル
化
１
式
、
キ
ャ

リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
１
式
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
１

式
、
雨
水
出
水
浸
水
想
定

区
域
図
作
成
１
式
、
提
出

図
書
の
作
成
１
式
、
測
量

業
務
１
式
、
協
議
１
式
。

委
託
期
間
８
年
３
月
13
日
。

県
中
央
卸
売
市
場

（
一
般
競
争
入
札〈
電

子
入
札
〉
10
月
14
日

公
告
）

　

▽
中
央
卸
売
市
場
受
変

電
設
備
保
守
点
検
委
託

（
大
和
郡
山
市
筒
井
町
９

５
７
―
１
〈
県
中
央
卸
売

市
場
〉）
＝
①
入
札
参
加

資
格
確
認
申
請
10
月
31
日

ま
で
（
入
札
書
の
提
出
11

月
12
日
ま
で
）
②
11
月
13

日
③
県
に
お
け
る
物
品
購

入
等
に
係
る
競
争
入
札
の

参
加
資
格
等
に
関
す
る
規

程
に
基
づ
く
競
争
入
札
参

加
資
格
の
う
ち
「
建
物
管

理
」
で
主
な
取
扱
品
目
・

業
務
内
容
に「
電
気
設
備
」

に
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

公
告
日
よ
り
過
去
５
年
以

内
に
受
電
電
圧
が
22
ｋ
Ｖ

以
上
で
電
力
会
社
・
小
売

電
気
事
業
者
と
の
契
約
電

力
が
１
８
０
０
ｋ
Ｗ
以
上

の
条
件
を
満
た
す
特
別
高

圧
受
変
電
設
備
の
点
検
に

つ
い
て
業
務
契
約
を
結
び

当
該
業
務
を
良
好
に
行
っ

た
実
績
の
あ
る
者
―
な
ど

④
市
場
の
受
変
電
設
備
設

備
保
守
点
検
１
式
。
委
託

期
間
８
年
３
月
19
日
。

県
中
部
農
林
振
興
事

務
所
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
10
月

15
日
公
告
）

　

▽
県
単
独
農
業
農
村
整

備
事
業
曽
我
川
大
樋
地
区

曽
我
川
大
樋
頭
首
工
更
新

工
事
仮
設
進
入
路
用
地
境

界
測
量
業
務
第
Ｒ
７
Ｂ
１

委
４
号（
橿
原
市
忌
部
町
）

＝
①
入
札
書
の
提
出
10
月

28
日
ま
で
②
10
月
29
日
③

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
の
う
ち
測
量
業

務
に
登
録
を
受
け
、
Ａ
等

級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
中
和
土

木
事
務
所
管
内
、
奈
良
土

木
事
務
所
管
内
ま
た
は
、

宇
陀
土
木
事
務
所
管
内
に

本
店
を
有
し
て
い
る
こ
と

―
な
ど
④
基
準
点
測
量
10

点
、
平
面
測
量
０
・
０
０

４
平
方
㌔
㍍
、
境
界
測
量

０
・
35
㌶
。
委
託
期
間
８

年
３
月
19
日
⑤
予
３
２
４

万
５
０
０
０
円
込
、
低
２

６
６
万
２
０
０
０
円
込
。

記者経験者及び現役社会人並びにフリー記者を募集
来春卒業生も同時募集　パート・アルバイト可

建設業界の身近な出来事、ニュース、話題などを紙面に掲載。県内の諸官公庁
企業・団体等の関係者に取材して原稿をまとめる事が主な仕事。
現場への直行直帰も可能で、ガソリン等の経費は会社が負担します。

TEL0744-23-2507
（株）建設新報社 橿原市新賀町201-2 NAKAGAWAビル３F

E-mail　info@shinpou-nara.co.jp
https://shinpou-nara.com

お問い合わせは

《職  種》  編集・営業・記者・カメラマン、Ｗｅｂの情報入力・管理
《資  格》  編集及び記者経験者、フリー記者経験者（未経験者可）
　　　   （シニア・シルバー、定年退職者、主婦（夫）の方も可）
　　　   パソコン（Word・Excel）出来る方、普通自動車免許（AT可）

《給与・待遇》  面接の上優遇　※時間応相談

《応  募》  10月31日（金）までに電話連絡の上、履歴書をご持参下さい

建設業界の専門情報紙
奈良県唯一の建設専門情報紙として創業以来60年。建設新報社は建設業
に関わる企業の発展を願い、より早くより正確で価値のある情報を提供す
べく挑戦を続けています。今後より一層信頼され親しまれる情報の担い手
を目指しています

正 社 員 募 集

社名や組織の改変、
技術開発、新製品等
の企業情報、工事に
関する情報等どんな
ことでも結構です。
建設新報  編集部まで

情報をお寄せください

日鉄神鋼建材㈱
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種種別別 発発注注機機関関 件件名名 場場所所 開開札札日日 予予定定価価格格 入入札札方方式式 落落札札者者 落落札札金金額額

工事
県流域下水道セン
ター

浄化センター１・３号焼却施設修繕工事Ｒ６浄工第５号
大和郡山市額田部南
町

6月26日 ３６１７万６０００円 一般
月島ＪＦＥアクアソ
リューション

３５００万円

工事
県流域下水道セン
ター

浄化センター８号汚泥脱水機等修繕工事Ｒ６浄工第７号
大和郡山市額田部南
町

6月26日 ３２２５万６０００円 一般
クボタ環境エンジニ
アリング

３２００万円

工事
近畿地方整備局奈
良国道事務所

奈良国道事務所舗装補修工事 奈良市他 6月26日 ２億１８３３万円 一般 ガイアート １億９８３７万円

工事
近畿地方整備局奈
良国道事務所

国道２４号道の駅駐車場情報設備他設置工事
奈良市大宮町～田原
本町大字唐古

6月26日 ４１４０万円 一般 ほくつう ３７５０万円

工事 奈良市 西大寺北小学校校舎屋上防水改修工事
西大寺赤田町１丁目６
番１号

6月27日 ２０１５万円 一般 日本宣伝 １６５４万５０００円

工事 五條市水道局 立川渡地区簡易水道旧施設解体工事２４００２０１号 西吉野町立川渡 6月27日 ５０６３万３０００円 一般 坂本建設 ４６２２万６０００円

工事
大和高田市上下水
道部

高５枝東中２丁目地内管渠工事（６）・給配水管移設工事（Ｇ０６） 東中２丁目 6月27日 ４２０５万円 一般 アークリエイト ３９９５万円

工事
大和高田市上下水
道部

高５枝礒野新町・栄町地内管渠工事（５）・給配水管移設工事（Ｇ０
５）

礒野新町・栄町 6月27日 ４１０４万円 一般 ナカスジ建設 ３９００万円

工事
大和高田市上下水
道部

高５枝曽大根１丁目地内管渠工事（１３） 曽大根１丁目 6月27日 ２３０７万円 一般 芳川建設 ２０７１万９０００円

工事
大和高田市上下水
道部

高５枝東中２丁目地内管渠工事（１５）・給配水管移設工事（Ｇ１５） 東中２丁目 6月27日 １９３０万円 一般 栄和建設 １７３２万７０００円

工事
近畿中国森林管理
局奈良森林管理事
務所

山崎谷（２号地）治山工事 十津川村山崎 6月27日 一般 太田建設 １億６６９０万円

工事 宇陀市
第０６—Ａ００３号道路維持事業市道菟田野２７９号線他舗装補修工
事

菟田野佐倉 6月27日 １４０２万８０００円 一般 鳳隆建設 １２５１万７０００円

工事 宇陀市 第０６—Ａ０１１号道路維持事業市道比布５号線舗装補修工事 榛原比布他 6月27日 １４０７万９０００円 一般 ハクリュウ １２５６万２０００円

工事 橿原市上下水道部 重要給水施設配水管更新・耐震化工事Ｒ６—２ 久米町・石川町 6月27日 ６３２６万円 一般 三建工業 ５７００万円

工事 橿原市上下水道部 汚水管渠埋設工事真菅処理分区Ｒ６—２工区 土橋町 6月27日 ４８９９万４０００円 一般 輝登建設 ４３６８万７８００円

工事 県奈良土木事務所
鹿野園地区地すべり対策工事（防災・安全交付金事業（地すべり））
１２—１—１号

奈良市鹿野園町 6月27日 ２３８８万４０００円 一般 桐山工務店 ２１３６万３０００円

工事
県流域下水道セン
ター

富雄川幹線他特殊階段人孔（富雄川Ｍ№４９、佐保川Ｍ№１１９）耐
震工事（防災・安全交付金事業）Ｒ６浄化管渠第１号

大和郡山市城町他 6月27日 ６８３６万円 一般 赤木工業 ６１７２万２０００円

工事 斑鳩町 斑鳩町公共下水道事業第１２処理分区１０工区—７工事公共第１号 龍田南５丁目 6月27日 ７５１２万円 一般 森岡組 ６４１４万７０００円

工事 斑鳩町 斑鳩町公共下水道事業第１５処理分区１９工区—３工事公共第２号 法隆寺北２丁目 6月27日 ７９４５万８０００円 一般 中川組（茂宣） ６８０１万円

工事 広陵町 見立山公園トイレ改修工事（２期工事）第８号 馬見中１丁目 6月27日 ２１４６万円 指名 竹澤工業 １９４３万１０００円

工事 広陵町 竹取公園ちびっこゲレンデ改修工事（１期工事）第９号 大字三吉 6月27日 １５１９万７０００円 指名 グリーン １３７２万８０００円

工事 葛城市水道課 第０６—２００７号北花内地内舗装本復旧工事 北花内 6月27日 １１２５万６０００円 指名 北田組 １００７万６０００円

工事
県広域水道セン
ター

御所浄水場・下市取水場電気設備修繕工事
御所市戸毛、下市町
新住ほか計３ヵ所

6月27日 ４４６４万３０００円 一般
明電エンジニアリン
グ

４３００万円

工事 下市町 法面対策工事令和６年度建設（工）第３号 大字原谷 6月27日 ４４８４万８０００円 一般 山村組 ４０５１万５０００円

工事 下市町 大峯地区他配水管更新工事令和６年度上下水（工）第３号 大字下市大峯 6月27日 １９９９万８０００円 一般 小川組 １７９７万円

工事
中部地方整備局北
勢国道事務所

令和６年度名阪国道山添地区視距改良工事 山添村 6月27日 １億６８１６万円 一般 米杉建設 １億５３００万円

工事 奈良市 帯解小学校校舎屋上防水改修その他工事 柴屋町９番地 6月28日 １４４９万円 一般 昭和レジン １１７４万円

工事 川上村 村道西河東川線改良工事第林工—７号 大字東川 6月28日 指名 成建設 １２２９万９０００円

工事 県吉野土木事務所
主要地方道高野天川線塩野工区擁壁補強工事（土砂災害対策道
路事業（地方道災害防除））１—Ｂ５３—６土—２号

天川村塩野 6月28日 ２０７８万７０００円 一般 ヤマト １８６７万６０００円

工事
県広域水道セン
ター

桜井浄水場無停電電源設備更新工事 桜井市初瀬 6月28日 １１５５万３０００円 一般 松岡電気 １０５７万９０００円

工事 生駒市 真弓２丁目地内配水管布設替工事（１工区） 真弓２丁目 7月1日 ３９７１万円 一般 上野建材 ３４３９万５０００円

工事 生駒市 機動第２、第３分団拠点施設トイレ等改修工事 小明町・小瀬町 7月1日 １７３２万円 一般 植木工業 １５２５万９０００円

工事 桜井市環境部 リサイクルセンター各設備修繕整備環施第８号
大字浅古４８５番地の
１〈桜井市グリーン
パーク〉

7月1日 １４７４万７０００円 一般 日立造船 １３６１万円

工事
県流域下水道セン
ター

第二浄化センター３号砂ろ過器修繕工事Ｒ６二工第７号 広陵町萱野 7月1日 ２０５２万９０００円 一般
水ｉｎｇエンジニアリ
ング

１８４０万７０００円

工事 奈良市 朱雀小学校校舎斜壁防水改修工事
朱雀６丁目１０番地の
１

7月2日 １４１６万円 一般 水野工務店 １１７３万１０００円

工事 大和高田市 市営住宅礒野団地３号棟外壁等改修工事 礒野北町 7月2日 ３２９８万円 一般 東洋技建工業 ３０３４万１０００円

工事
大和高田市下水道
課

高６枝旭北町地内管渠工事（２）・給配水管移設工事（Ｇ０２）・配水
管布設替工事（Ｓ０３）

旭北町 7月2日 ９９７９万円 一般 石田組 ９４８０万円

工事
大和高田市下水道
課

高４枝礒野町地内管渠工事（１）・給配水管移設工事（Ｇ０１） 礒野町 7月2日 ８９２８万円 一般 堂本組 ８４８０万円

工事 県建設産業課
一般国道１６８号小平尾バイパス道路改良工事（１号橋上部工事）
（防災・安全交付金事業（道路改良）（加速化）（国補正）他）第繰２—
１０—Ａ５—補—１他号

生駒市小平尾町 7月2日 ３億６９５４万４０００円 一般 日本ファブテック ３億３７４１万７０００円

工事
水資源機構木津川
ダム総合管理所

布目ダム幸田上警報所外放流警報設備工事
奈良市邑地町トリイド
３５〈幸田上警報所〉外
５ヵ所

7月2日 ３８１０万円 一般
東芝テリー（東京都
日野市）

３６７０万円

工事 上北山村 原口村営住宅新築工事（第１棟） 大字河合 7月3日 ４０５１万円 指名 髙澤工務店 ３７４７万２０００円

工事 大和郡山市 郡山城跡公園第五期整備工事 城内町 7月3日 ９１９９万円 一般 西谷建設 ８３４８万６０００円

工事 大和郡山市 配水管布設替工事額田部北町（第１工区） 額田部北町 7月3日 ５９１８万２０００円 一般 竹田水道工業 ５３６３万６０００円

工事 大和郡山市 市立郡山中学校エレベーター設置工事 柳町 7月3日 ４８８０万円 一般 和光建設 ４８８０万円

工事 奈良市企業局
口径１００粍配水支管改良工事及び人孔鉄蓋布設替工事３—１—
２、工—６—１号

西登美ヶ丘３丁目 7月3日 ６５１０万６０００円 一般 豊和建設 ４２９６万９０００円

工事 県建設産業課
浄化センター流入渠耐震工事（防災・安全交付金事業）Ｒ６浄化第５
５０号

大和郡山市額田部南
町

7月3日 ２億６６９９万６０００円 一般 上村組 ２億４３７６万５０００円

【続く】

　　令和６年度　工事結果　（落札金額1000万円以上）　⑦　（本紙調べ）

工事結果・業務結果のデータのお問い合わせ
は建設新報社情報サービス係まで。
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諸課題について意見交換した＝9月30日、ホテル日航奈良諸課題について意見交換した＝9月30日、ホテル日航奈良
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へ
の
指
導
等

に
つ
い
て
⑥
工
事
施
工
に

つ
い
て
⑦
事
務
の
簡
素
化

に
つ
い
て
⑧
営
繕（
建
築
）

に
つ
い
て
―
の
各
議
題
に

近
畿
地
整
と
県
建
協
が
意
見
交
換
会

近
畿
地
整
と
県
建
協
が
意
見
交
換
会

総
合
計
２
４
９
２
億
円
、
２
ヵ
月
ぶ
り
の
増
加

総
合
計
２
４
９
２
億
円
、
２
ヵ
月
ぶ
り
の
増
加

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、

整
備
局
側
か
ら
回
答
す
る

流
れ
で
進
行
。
受
発
注
者

双
方
の
立
場
か
ら
課
題
解

決
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

冒
頭
、
野
坂
企
画
部
長

は
「
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
第
１
次
国
土
強
靭
化

実
施
中
期
計
画
は
20
兆
円

強
程
度
が
確
保
さ
れ
た
。

８
月
に
は
令
和
８
年
度
概

算
要
求
が
公
表
さ
れ
６
兆

２
８
１
９
億
円
を
要
求
、

国
土
強
靭
化
に
つ
い
て
は

予
算
編
成
過
程
で
事
項
要

求
と
な
っ
て
い
る
」
と
述

べ
た
後
、「
建
設
業
は
社

会
資
本
整
備
の
維
持
管
理

と
担
い
手
で
あ
る
と
同
時

に
災
害
時
に
は
最
前
線
で

地
域
社
会
の
安
全
安
心
の

確
保
を
担
う
地
域
の
守
り

手
と
し
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
。
建
設
業
が
持

続
的
に
発
展
で
き
る
よ
う

諸
課
題
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
」
と
挨
拶
。

山
辺
会
長
は
「
高
齢
化

が
他
産
業
と
比
較
し
て
も

進
行
し
て
お
り
、
若
手
人

材
の
確
保
と
技
術
継
承
は

喫
緊
の
課
題
。
加
え
て
、

自
然
災
害
が
激
甚
化
、
頻

発
化
し
て
お
り
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
後
、「
私

ど
も
地
域
建
設
業
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
担
い
手
で
あ
る
と
同

時
に
災
害
時
に
は
最
前
線

で
地
域
社
会
の
安
全
安
心

の
確
保
を
図
る
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
近
年
の
自
然

災
害
の
頻
発
か
ら
国
土
強

靭
化
を
推
進
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
す

る
と
同
時
に
、
国
土
強
靭

化
実
施
中
期
計
画
の
早
期

な
予
算
措
置
に
期
待
し
て

い
る
。
地
域
の
守
り
手
と

し
て
国
民
の
安
全
安
心
の

確
保
に
寄
与
で
き
る
よ
う

経
営
基
盤
の
強
化
、
安
定

化
を
図
り
、
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
み
た
い
」
と
挨
拶
。

意
見
交
換
で
は
、
奈
良

県
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促

進
に
つ
い
て
―
特
に
京
奈

和
自
動
車
道
の
早
期
開
通

の
促
進
や
１
６
３
号
清
滝

生
駒
道
路
の
全
面
供
用
に

向
け
た
早
期
促
進
、
１
６

５
号
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス

と
香
芝
柏
原
改
良
の
道
路

事
業
の
推
進
、
１
６
８
号

（
十
津
川
道
路
Ⅱ
期
等
）・

１
６
９
号
な
ど
の
紀
伊
半

島
ア
ン
カ
ー
ル
ー
ト
の
事

業
費
確
保
と
重
点
的
な
整

備
促
進
な
ど
を
要
望
。

整
備
局
は
「
近
鉄
大
阪

線
を
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
す
る

大
規
模
な
工
事
を
予
定
し

て
お
り
、
近
鉄
と
施
工
方

法
等
に
つ
い
て
調
整
し
て

い
る
。
１
６
３
号
バ
イ
パ

ス
は
用
地
取
得
し
た
箇
所

か
ら
事
業
を
推
進
し
た

い
。
供
用
開
始
予
定
時
期

を
示
す
の
は
現
段
階
で
は

難
し
い
。
葛
城
市
の
土
地

買
収
を
進
め
て
お
り
、
引

き
続
き
事
業
推
進
に
努
め

た
い
。
能
登
半
島
地
震
で

は
半
島
の
課
題
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
た
。
紀
伊
半
島

を
縦
断
す
る
１
６
８
・
１

６
９
号
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
て
い
る
。
直
轄

代
行
事
業
で
引
き
続
き
事

業
を
推
進
し
た
い
」
な
ど

と
答
え
た
。

地
元
建
設
企
業
に
対
す

る
受
注
機
会
の
拡
大
に
つ

い
て
―
特
に
京
奈
和
自
動

車
道
関
連
の
工
事
で
地
元

企
業
が
参
加
で
き
な
い
案

件
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

で
き
る
限
り
分
割
発
注
等

で
地
元
建
設
業
者
参
加
工

事
の
拡
大
な
ど
を
要
望
。

整
備
局
は
「
引
き
続
き

チ
ャ
レ
ン
ジ
型
の
入
札
等

を
緩
和
し
て
幅
広
い
受
注

機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
た
い
」な
ど
と
回
答
。

入
札
・
契
約
制
度
等
に

つ
い
て
―
チ
ャ
レ
ン
ジ
企

業
が
頑
張
れ
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
型
の
制
度
整
備
や
、
小

規
模
事
業
者
の
実
情
に
合

わ
せ
た
Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
認
定

制
度
の
運
用
、
河
川
工
事

に
お
い
て
県
内
・
県
外
を

問
わ
ず
、
隣
接
し
て
い
る

市
町
村
で
の
入
札
参
加
な

ど
を
要
望
。

整
備
局
は
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
型
を
き
め
細
か
く
お
知

ら
せ
し
て
い
る
の
で
試
行

工
事
は
多
数
の
方
に
参
加

し
て
ほ
し
い
。
Ｗ
Ｌ
Ｂ
推

進
企
業
認
定
制
度
は
女
性

活
躍
、
子
育
て
、
若
者
雇

用
の
い
ず
れ
も
働
き
方
改

革
に
直
結
す
る
制
度
。
担

い
手
、
働
き
方
改
革
の
観

点
か
ら
も
他
省
庁
と
連
携

し
て
い
き
た
い
。
発
注
機

会
の
拡
大
を
意
識
し
な
が

ら
バ
ラ
ン
ス
配
分
の
上
で

発
注
す
る
ダ
ン
ド
リ
を
組

み
た
い
」な
ど
と
答
え
た
。

協
会
は
こ
の
他
に
、
設

計
・
積
算
に
つ
い
て
▽
見

積
参
考
資
料
や
発
注
図
面

に
つ
い
て
▽
歩
掛
に
つ
い

て
▽
交
通
誘
導
員
に
つ
い

て
▽
実
勢
価
格
で
の
積
算

に
つ
い
て
▽
技
術
管
理
費

に
つ
い
て
▽
伐
採
工
に
つ

い
て
。
地
方
公
共
団
体
へ

の
指
導
等
に
つ
い
て
。
工

事
施
工
に
つ
い
て
▽
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
施
工
に
つ
い

て
▽
現
場
技
術
員
の
対
応

に
つ
い
て
。
事
務
の
簡
素

化
に
つ
い
て
▽
竣
工
検
査

に
つ
い
て
▽
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
▽
様
式

の
一
元
化
に
つ
い
て
。
営

繕
（
建
築
）
に
つ
い
て
▽

公
告
文
等
の
統
一
▽
監
督

員
の
権
限
に
つ
い
て
―
を

要
望
し
た
。

最
後
に
田
野
上
辰
也
副

会
長
は「
本
日
の
指
導
を

今
後
の
糧
と
し
、魅
力
あ
る

若
者
が
将
来
を
託
せ
る
業

界
で
あ
る
よ
う
建
設
業
の

発
展
に
取
り
組
み
た
い
」。

野
坂
企
画
部
長
は「
安
全

安
心
を
継
続
的
に
提
供
で

き
る
環
境
を
築
く
た
め
に

も
様
々
な
こ
と
を
教
え
て

ほ
し
い
。１
つ
ず
つ
改
善
し

て
い
き
た
い
」と
述
べ
、意

見
交
換
会
を
締
め
括
っ
た
。

意
見
交
換
会
の
出
席
者

は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
近
畿
地
方
整
備
局
】

▽
小
寺
秀
治
統
括
防
災

官
。〈
企
画
部
〉
▽
野
坂
周

子
部
長
▽
犬
丸
潤
技
術
調

整
管
理
官
▽
青
山
淳
技
術

開
発
調
整
官
▽
藤
田
晶
久

総
括
技
術
検
査
官
▽
武
本

昌
仁
建
設
情
報
・
施
工
高

度
化
技
術
調
整
官
▽
本
田

明
技
術
管
理
課
長
。〈
総

務
部
〉
▽
石
田
聡
契
約
管

理
官
。〈
建
政
部
〉
▽
西

岡
宏
之
建
設
産
業
調
整
官

▽
小
山
祐
建
設
産
業
第
一

課
長
。〈
営
繕
部
〉
▽
佐

藤
亘
営
繕
品
質
管
理
官
。

〈
出
先
事
務
所
〉
▽
細
川

晋
大
和
川
河
川
事
務
所
長

▽
志
々
田
武
幸
大
阪
国
道

事
務
所
長
▽
中
西
健
一
郎

浪
速
国
道
事
務
所
長
▽
竹

下
航
紀
伊
山
系
砂
防
事
務

所
長
▽
河
本
敦
奈
良
国
道

事
務
所
長
▽
小
林
侑
和
歌

山
河
川
国
道
事
務
所
長
▽

臼
井
義
幸
木
津
川
上
流
河

川
事
務
所
長
▽
小
長
谷
健

紀
の
川
ダ
ム
統
合
管
理
事

務
所
長
▽
栁
澤
秋
介
国
営

飛
鳥
歴
史
公
園
事
務
所
長
。

【
奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
部
】
▽
喜
夛
仲
正

博
建
設
産
業
課
長
▽
大
西

洋
亮
同
課
長
補
佐
▽
川
口

裕
之
（
同
）
▽
奥
田
幸
司

技
術
管
理
課
長
▽
大
石
浩

史
同
課
主
幹
。

【
水
資
源
機
構
】
▽
小

牧
健
二
関
西
・
吉
野
川
支

社
淀
川
本
部
企
画
調
整
課

長
▽
杉
浦
友
宣
木
津
川
ダ

ム
総
合
管
理
所
長
。

【
奈
良
県
建
設
業
協
会
】

▽
山
辺
元
康
会
長
▽
中
村

光
良
副
会
長
▽
田
野
上
辰

也
副
会
長
。〈
正
会
員
代

表
者
〉
▽
木
村
隆
男
▽
𠮷

井
久
尚
▽
中
尾
隆
成
▽

佐
々
岡
均
▽
植
田
洋
一
▽

檜
尾
洋
希
。〈
理
事
〉
▽

米
杉
伸
喜
▽
森
髙
美
樹
▽

青
山
雄
之
▽
西
谷
徹
▽
市

山
慎
一
▽
清
川
大
輔
▽
松

田
充
玄
▽
関
將
之
▽
笹
尾

和
志
▽
井
上
清
利
▽
和
田

茂
樹
▽
池
田
哲
也
▽
畠
山

龍
晃
▽
大
池
一
夫
▽
藤
村

司
朗
▽
千
葉
敦
。〈
青
年

部
会（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）〉

▽
植
田
真
広
部
会
長
▽
藤

井
剛
士
理
事
。〈
専
務
理

事
〉
▽
藤
澤
猛
久
。

企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
型
の
発
注
拡
大
を

企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
型
の
発
注
拡
大
を

野
坂
野
坂
部
長
部
長「
直
面
す
る
課
題
に
全
力
投
球
」

「
直
面
す
る
課
題
に
全
力
投
球
」

山
辺
山
辺
会
長
会
長「
持
続
可
能
な
社
会
を
支
え
る
」

「
持
続
可
能
な
社
会
を
支
え
る
」

日

建

機

国内は３・６％減国内は３・６％減
建 設 機 械 出 荷 金 額  ８月建 設 機 械 出 荷 金 額  ８月

日
本
建
設
機
械
工
業
会

が
さ
き
ご
ろ
発
表
し
た
８

月
の
建
設
機
械
出
荷
金
額

は
、
国
内
は
３
・
６
％
減

の
７
３
２
億
円
、
国
外
は

５
・
６
％
増
の
１
７
６
１

億
円
と
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
国
内
は
２
ヵ
月
連
続

の
減
少
、
国
外
は
３
ヵ
月

連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

総
合
計
は
２
４
９
２
億
円

と
な
り
、
２
ヵ
月
ぶ
り
の

増
加
と
な
っ
た
。

国
内
を
機
種
別
に
見
る

と
、建
設
用
ク
レ
ー
ン
３
・

７
％
増
の
１
５
０
億
円
、道

路
機
械
29
・
８
％
増
の
38
億

円
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
機
械

35
・
０
％
増
の
40
億
円
、基

礎
機
械
は
15
・
６
％
増
の
33

億
円
の
４
機
種
が
増
加
し

た
も
の
の
他
５
機
種
と
補

給
部
品
が
減
少
し
た
。

国
外
を
機
種
別
に
見
る

と
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
34
・

５
％
増
の
６
６
２
億
円
、

ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
13
・
７
％

増
の
２
７
０
億
円
、
建
設

用
ク
レ
ー
ン
31
・
６
％
増

の
１
４
１
億
円
、
油
圧
ブ

レ
ー
カ
圧
砕
機
11
・
０
％

増
の
７
億
円
の
４
機
種
が

増
加
し
た
。

地
域
別
に
見
る
と
、
全

９
地
域
中
４
地
域
が
増
加

し
た
。

建設機械出荷金額統計
（2025年8月）

金額単位：百万円

出荷品目 出荷金額
（前年同月・期比増減％）

トラクタ
国内 8,691（ -18.6 ）
輸出 18,449（ -21.1 ）
小計 27,140（ -20.3 ）

油圧ショベル
国内 15,920（ -13.0 ）
輸出 66,200（ 34.5 ）
小計 82,120（ 21.6 ）

ミニショベル
国内 5,431（ -3.9 ）
輸出 26,967（ 13.7 ）
小計 32,398（ 10.3 ）

建設用クレーン
国内 14,977（ 3.7 ）
輸出 14,098（ 31.6 ）
小計 29,075（ 15.5 ）

道路機械
国内 3,780（ 29.8 ）
輸出 3,465（ -16.9 ）
小計 7,245（ 2.3 ）

コンクリート機械
国内 3,961（ 35.0 ）
輸出 76（ -7.3 ）
小計 4,037（ 33.9 ）

基礎機械
国内 3,333（ 15.6 ）
輸出 397（ ）
小計 3,730（ 29.4 ）

油圧ブレーカ圧砕機
国内 1,612（ -23.4 ）
輸出 727（ 11.0 ）
小計 2,339（ -15.2 ）

その他建設機械
国内 4,501（ -9.7 ）
輸出 25,543（ -18.6 ）
小計 30,044（ -17.4 ）

本体合計　
国内 62,206（ -4.1 ）
輸出 155,922（ 8.8 ）
小計 218,128（ 4.8 ）

補給部品
国内 10,958（ -0.4 ）
輸出 20,153（ -13.7 ）
小計 31,111（ -9.5 ）

総合計
国内 73,164（ -3.6 ）
輸出 176,075（ 5.6 ）
小計 249,239（ 2.7 ）

奈良県知事許可（般－5）第１５６２８号

・左官工事   ・ブロック工事   ・外構工事   ・各リフォーム工事

左官工事一式
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主 な 取 組主 な 取 組

10月1日～ 12月3 1日10月1日～ 12月3 1日
建設業取引適正化推進期間建設業取引適正化推進期間

みんなで守る適正取引みんなで守る適正取引標　語標　語

　建設業取引の適正化については、従来より建設業法の厳正な運用と建設業法令遵
守ガイドラインの周知等を通じ、不正行為の未然防止を図るとともに、その推進を
図ってきた。しかしながら、依然として元請負人から下請負人への違法・不当なし
わ寄せ等について指摘があることから、建設業取引の適正化をより一層推進し、元
請負人と下請負人との対等な関係の構築及び公正かつ透明な取引の実現を図ること
が必要である。平成 22年度から毎年 11月を「建設業取引適正化推進月間」とし、
また令和 2年度からは毎年 10 月から 12 月の 3ヵ月間を「建設業取引適正化推進
期間」として、建設業取引の適正化に関する講習会・研修会などの普及・啓発活動
をはじめ、その取組内容の広報を積極的に進めるなど、法令遵守に関する活動を集
中的に実施している。今年度についても、引き続き、10月から 12 月の期間におい
て、建設業の法令遵守に向けた普及・啓発を幅広く実施することとしている。 

請負代金や工期設定は適正ですか？

■建設業取引の適正化に関する普及・啓発活動■建設業取引の適正化に関する普及・啓発活動
　推進期間は、建設業者等に対して建設業取引の適正化に関する普及・啓発活動を行う重要な機会であるため、　推進期間は、建設業者等に対して建設業取引の適正化に関する普及・啓発活動を行う重要な機会であるため、
次に掲げる方法等により、その実施について幅広く周知する。次に掲げる方法等により、その実施について幅広く周知する。
① 地方整備局（北海道開発局及び沖縄総合事務局を含む。以下同じ。）、都道府県及び建設業関係団体への通① 地方整備局（北海道開発局及び沖縄総合事務局を含む。以下同じ。）、都道府県及び建設業関係団体への通
知文発出知文発出

②専門紙、雑誌、インターネット等を通じた広報②専門紙、雑誌、インターネット等を通じた広報
③地方整備局、都道府県及び建設業関係団体のホームページ等を活用した広報③地方整備局、都道府県及び建設業関係団体のホームページ等を活用した広報
④国土交通本省、地方整備局、都道府県及び建設業関係団体の施設におけるポスターの掲示④国土交通本省、地方整備局、都道府県及び建設業関係団体の施設におけるポスターの掲示
■■講習会等講習会等
　講習会等の開催講習会等の開催
　建設業取引の適正化をより一層推進するため、建設業者等を対象とした講習会等を、期間内を中心に開催し、　建設業取引の適正化をより一層推進するため、建設業者等を対象とした講習会等を、期間内を中心に開催し、
地方整備局は、管内都道府県との調整を積極的に行い、可能な限り都道府県ごとに開催できるよう努める。とり地方整備局は、管内都道府県との調整を積極的に行い、可能な限り都道府県ごとに開催できるよう努める。とり
わけ、令和6年6月14日に改正建設業法（以下、「改正法」という。）が公布されたことを踏まえ、その普及・啓発活わけ、令和6年6月14日に改正建設業法（以下、「改正法」という。）が公布されたことを踏まえ、その普及・啓発活
動の強化に努める。動の強化に努める。
　また、建設業者等には、知識習得のニーズはあるものの、講習会等の開催自体が知られていないことや、開催　また、建設業者等には、知識習得のニーズはあるものの、講習会等の開催自体が知られていないことや、開催
日時や場所の都合が合わないことにより参加できないとの指摘があることも踏まえ、開催案内の周知方法を工夫日時や場所の都合が合わないことにより参加できないとの指摘があることも踏まえ、開催案内の周知方法を工夫
するとともに、日時・場所等の設定についても、過年度における参加者状況等の実績を考慮するなどして決定すするとともに、日時・場所等の設定についても、過年度における参加者状況等の実績を考慮するなどして決定す
る。その際、建設業者等のうち、許可を受けないで建設業を営む者（軽微な建設工事のみを請け負う者）についる。その際、建設業者等のうち、許可を受けないで建設業を営む者（軽微な建設工事のみを請け負う者）につい
ても、その取引の適正化を図る観点から、広く参加を呼びかけるなど、受講機会の確保に努める。 ても、その取引の適正化を図る観点から、広く参加を呼びかけるなど、受講機会の確保に努める。 
　なお、「建設企業のための適正取引ハンドブック」の説明動画を、国土交通本省ホームページ上に掲載している　なお、「建設企業のための適正取引ハンドブック」の説明動画を、国土交通本省ホームページ上に掲載している
ため、これらを活用したウェブでの講習など、幅広い手法で実施するものとする。ため、これらを活用したウェブでの講習など、幅広い手法で実施するものとする。
■■建設Gメンによる調査、建設業許可部局による立入検査等の実施建設Gメンによる調査、建設業許可部局による立入検査等の実施
① 期間内は、地方整備局の建設Gメンによる調査を重点的に実施するほか、建設Gメンによる調査や下請取引等① 期間内は、地方整備局の建設Gメンによる調査を重点的に実施するほか、建設Gメンによる調査や下請取引等
実態調査の結果、または通報等により、法令違反が疑われる建設業者等に対しては、建設業許可部局による実態調査の結果、または通報等により、法令違反が疑われる建設業者等に対しては、建設業許可部局による
立入検査・報告徴取を機動的に実施し、必要に応じて指導・監督を行う。立入検査・報告徴取を機動的に実施し、必要に応じて指導・監督を行う。

　なお、これらの調査等を実施する際は、各種相談窓口の周知も併せて行う。　なお、これらの調査等を実施する際は、各種相談窓口の周知も併せて行う。
② 建設Gメンによる調査については、適正な水準の労務費の確保とその行き渡り状況や、工期に関する基準を考② 建設Gメンによる調査については、適正な水準の労務費の確保とその行き渡り状況や、工期に関する基準を考
慮した適正な工期設定の確保状況等について調査し、発注者を含めた請負契約の各当事者に対して、改正法慮した適正な工期設定の確保状況等について調査し、発注者を含めた請負契約の各当事者に対して、改正法
について周知啓発を行うと共に遵守徹底を求めていく必要があることから、当該期間を「集中期間」と位置づについて周知啓発を行うと共に遵守徹底を求めていく必要があることから、当該期間を「集中期間」と位置づ
け、とりわけ重点的に行う。け、とりわけ重点的に行う。

③ 技能労働者の処遇を確保する観点から、工期に関する基準が考慮されておらず、それによって、違法な長時間③ 技能労働者の処遇を確保する観点から、工期に関する基準が考慮されておらず、それによって、違法な長時間
労働などの可能性がある不適正な工期を設定している建設業者や、ダンピング受注を繰り返すなどの不当な労働などの可能性がある不適正な工期を設定している建設業者や、ダンピング受注を繰り返すなどの不当な
行為により、技能労働者の賃金にしわ寄せが及んでいるおそれがある建設業者が確認された場合は、都道府行為により、技能労働者の賃金にしわ寄せが及んでいるおそれがある建設業者が確認された場合は、都道府
県労働局や労働基準監督署と連携して合同調査を行う。県労働局や労働基準監督署と連携して合同調査を行う。

■その他■その他
　上記のほか、地方整備局及び都道府県は、建設業取引の適正化の確保に向け、自主的な取組の実施に努める。 　上記のほか、地方整備局及び都道府県は、建設業取引の適正化の確保に向け、自主的な取組の実施に努める。 

建設工事の請負契約で
困っていませんか？
●代金の支払いをめぐってもめている。
●下請代金の支払時に減額処理されて
困っている。

●一方的に下請代金額を決められてし
まった。

●建設業法に違反すると考えられる行
為を受けている。など

●紛争解決や以後のトラブル防止に向
けてのアドバイスを行います。

●建設業法の説明や関係法令を所管し
ている行政機関（厚生労働省・中小
企業庁等）を紹介します。

●あっせん、調停、仲裁等を希望する
方には紛争処理機関（建設工事紛争
審査会等）を紹介し、また申請する
際のアドバイスを行います。

相談業務の内容

●センター東京又はセンター大阪に電話されるか、所定の 「相談
申込書」に必要事項を記載してファックス又はメールでお送り
ください。「相談申込書」は、（公財）建設業適正取引推進機
構のホームページ内の建設業取引適正化センターにあります。

●弁護士、土木又は建築の専門家に相談することができます。相
談日を調整のうえ、指定された日時にセンターまでお越しくだ
さい。

●相談料は無料で、相談時間は１時間以内となります。相談内容
はトラブルの相手方や第三者に口外することはありません。

相談の方法
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